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                 寄  贈： 第 11 回卒業生一同（昭和 61 年 3 月） 

 

校  訓「自立・信愛」（昭和５５年２月２５日制定）  

 

 

 

 

 

 

 

  

「校訓の「自立・信愛」の精神は、２1 世紀に生きる人間の 

   指標でございます。自らに対しては厳しく律して立ち、  

   他に対しては温かく敬愛し信頼し、ともに生きる人づくりの  

  ために、ますます努力してまいりたいと思います。」  

    第４代校長 上山 勝 先生  

「学校開設４０周年記念誌」（昭和 63 年 11 月 27 日発行）より抜粋 
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Ⅰ はじめに 

『信頼される学校をめざして』 

                          

 

                                 

 

 

 

県立千種高等学校                                

校長 浅田 尚宏 

 

 本校の教育活動の１年間の集大成といえる「展望」が復活することとなりました。中断

の間、平成 22 年度から兵庫県下で初の『連携型中高一貫教育校』のモデル校となり、宍

粟市立千種中学校との連携に取り組んで３年、順風の流れに乗り、たいへん活発な教育活

動が展開されています。「環境美化活動」「文化祭」「体育大会」「講演会」などを合同で行

う「連携行事」、それぞれの教員が中高に出向く「連携授業」、理科・社会科などでは中高

生が共に学ぶ「協同学習」などの連携に取り組んできました。また、生徒の多様なニーズ

に対応するため、「チャレンジ」「ベーシック」「アクティブ」の３コースを設置し、生徒の

個性・能力・進路希望に合わせ、幅広い教育内容を実践してきたことで、進路実績でも進

学・就職ともにすばらしい成果をあげています。クラブ活動も、少人数ながら活発になり

上位大会に出場する成果も上げています。さまざまな教育活動の場面で、地域の方々のご

支援・ご理解をいただき、少人数だからこそできる丁寧な指導により、生徒一人ひとりの

可能性を伸ばし、夢や希望をかなえ、地域に貢献できる人づくりをめざし、「明るいあいさ

つ」と「さわやかな笑顔」が校風となり、純真・素朴な「千高生」が育っています。  

 今後も学校・家庭・地域と連携した特色ある教育活動を展開し、千種高校が地域の核と

してますます元気になるよう、さらに『信頼される学校を目指して』総力を傾注してまい

りますことを誓い、本号発刊にあたってのことばとします。  
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Ⅱ 平成２４年度 兵庫県立千種高等学校 学校概要 

 

 

 １ 所在地 兵庫県宍粟市千種町千草 727 番地 2 

       〒671-3201   TEL 0790-76-2033(代)  FAX 0790-76-2233 

     位 置 海抜 328.57m  東経 134 度 26 分  北緯 35 度 8 分 

 

 ２ 沿 革 昭和 23 年 10 月 1 日 県立山崎高等学校千種分校（学級数１）として開設  

       昭和 50 年 4 月 1 日  兵庫県立千種高等学校として独立  

       昭和 63 年 11 月 27 日 学校開設 40 周年記念式典  

       平成 10 年 6 月 19 日 学校開設 50 周年記念式典  

       平成 13 年 5 月 1 日 文部科学省「研究開発学校」指定  

       平成 17 年 6 月 2 日 文部科学省「コミュニティ・スクール推進事業調査

研究校」指定  

平成 19 年 4 月 1 日 「県立高等学校小規模校活性化支援事業」指定  

              平成 20 年 6 月 21 日 学校開設 60 周年記念文化祭開催 

       平成 22 年 4 月 1 日 「連携型中高一貫教育校」に改編  

 

 ３ 教職員組織 

  校 長  浅田尚宏 

  教 頭  原田尚昭 

  事務長  花高 勉 

  国 語  久保田美賀子、大川夕貴、西川璃  

  数 学  照本和生、横瀬憲一  

  英 語  河島 健、松井利澄、田中孝英、坪内麻衣、Carl Thornton、Marcus Day 

    理 科  角野陽介、中村増男  

  地歴公民 藤原正憲 

  保健体育 福永順二郎、上山麻美  

  商業情報 藤本聡子、髙野安信 

  家 庭  中村かおり  

  芸 術  武野初美、野村直城  

  養 護  沼田真穂 

  事 務  橋本かすみ、池田幸司、徳田由美  

  茶華道  小原千鶴子  

  学校医  藤多和彦（内科）、横川浩己（眼科）、柴原豊弘（耳鼻科）、工藤桃子（歯科） 

  薬剤師  田口 勉 

 

 

４ 在籍生徒数（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

 

     学年 

性別 
１学年 ２学年 ３学年 合 計 

男 子 

 
２３ １６ ２４ ６３ 

女 子 

 
１４ １４ １１ ３９ 

計 

 
３７ ３０ ３５ １０２ 
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Ⅲ 各部署の取組  １ インスパイア・ハイスクール事業 

                                   総 務 部 

本事業の支援を受け、さまざまな中高連携・地域連携活動を実践することができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても刺激的だった。もっとうまくなりたいと

思った」（高２）  

高校生のお兄さんはやっぱりうまいで

す。僕もあのようになりたい（小５）  「水の電気分解の実験で水素の爆発音が楽しかった」（小６）  

「三菱重工高砂製作所では、発電用ガスタービンの製

造工程を見学。見たことのない巨大な物体の製造を人間

の手技で行っていることに驚いた。世界は広いと思っ

た。サントリープロダクツでは、機械の行う流れ作業に

圧倒された。ペットボトルの進化を聞き、エコについて

改めて考えさせられた。中高連携のおかげでいい経験が

できました。（高２女）  

 

１ 中高連携「森林産業から学ぶ」（間伐[７月]→木工[２月]） 

２ 地域のサイエンスアカデミー(通年)・地域スポーツ教室（８月） 

４ 中高連携社会科見学授業（12 月・千種中２年生・千種高校２年生） 

３ バレーボールクリニック・ソフトボール教室（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ６月・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ８月） 

宍粟の森で間伐された木材を実際に加工し、町内で使って

もらう取組に参加できてうれしかった。（中１女）  

バレーがさらに好きになりました。千種高校

に入学してさらに頑張ります（中３女）  
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２ 中高連携環境美化活動              総 務 部 

１ 目 的  中高連携事業、PTCA 奉仕活動の一環として、中高生と地域が協力、協

働しながら清掃、美化活動をすることによって、校区内の環境問題につい

て考える体験活動を行う。  

２ 日 時  平成２４年６月５日（火）Ａ班：9:00~14:00 Ｂ班：13:10~14:40  

３ 場 所  Ａ班：志引峠  Ｂ班：校区内道路および周辺施設  

４ 参加者 Ａ班：生徒：中３生 39 名、高１生 37 名、高２生 30 名 計 106 名 

           教員：中学４名 高校７名  

           一般：市民局、環境保全委員、高校 PTA、千種高校を支援する会、地域  

        Ｂ班：生徒：中１生 32 名、高３生 35 名 計 67 名 

           教員：中学４名・高校４名  

５ 日 程 Ａ班：8:50 高校集合→出発式→9:00 出発→9:20 奥西山集落ｾﾝﾀｰ→ 

中３男女・高１女子はｾﾝﾀｰから 1.6 ㎞地点で作業、高１男子・高２

男女は頂上で作業。11:50 頂上にて全生徒合流[昼食]→12:40 閉校式

→下山開始→13:30 奥西山集落ｾﾝﾀ→14:00 頃 各校到着   

        Ｂ班：一部現地集合・現地解散（詳細は下記参照）   

６ Ｂ班の班編成、清掃区域 

班 清掃区域 中１男 中１女 高３男 高３女 計 付添職員 

１ 商店街・大広場・市民局・ＪＡ  2 2 2 2 8 原田千  

２ 自動車道・ローソン・エーガイヤ  2 2 2 2 8 菊川  

３ バス車庫内→R429→二宮神社内  2 2 2 2 8 横瀬  

４ 大森神社（石段・境内）［現地集合解散］  5 2 6 0 13 久保田・平瀬  

５ 杉の子保育園［現地集合解散］  5 2 6 2 15 上山麻  

６ ちくさの郷 ［現地集合解散］  6 0 6 3 15 上山昌  

 22 10 24 11 67  

 

＜活動の様子＞                ＜案内チラシ＞  
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３ 中高連携講演会 

総 務 部 

 千種中学校と千種高等学校は、「連携型中高一貫教育校」として改編されて以降、社

会で活躍している方々の講演を合同で聴く機会を毎年持っている。平成２４年度は、幼

少年期の約１０年間を戦時疎開の為この千種の地で過ごされた、興生運輸株式会社代表

取締役会長の福下勝良（ふくした かつよし）様に講師として千種高校にお越しいただき、

「千種の思い出 ～６０年後輩の人たちに伝えたいこと～」と題して、懐かしい千種での

思い出と共に、近い将来社会に出て行くために今何をしておかなければならないかとい

うことについて、中高生に対して熱く語っていただいた。 

 

１ 日 時： 平成２４年７月１２日（木）１１：２０～１２：１５ 

２ 会 場： 千種高等学校 体育館 

３ 対 象： 千種中学校生徒 ９３名  千種高等学校生徒 １０２名 

       一般・保護者 約２０名 

４ 演 題： 「千種の思い出 ～６０年後輩の人たちに伝えたいこと～」 

 

 福下さんは、元々はこの千種のお生まれであるけれども、家庭の事情で幼年期に神戸

に移られ、戦況の悪化と共に３歳頃再び千種に疎開の形で戻って来られ中学２年生まで

をこの千種で過ごされたのである。勿論、物の乏しい時代であり、空腹に耐える日々で

はあったが、千種の友達と遊んだ山や川、野原での思い出は今でも福下さんの血となり

肉となっており、その時に味わった「心の豊かさ」こそが、福下さんの「今」を形成し

ているのである。従って、「あなたのふるさとは？」と人に問われれば、それは「千種

以外には考えられない。」というのが偽らざる気持ちであると語っていただいた。 

 中学２年生の時に、この千種を去られたが故に福下さんは、千種中学校の卒業生でも

なく、ましてや千種高等学校の卒業生でもない。しかし、多感なる幼少年期の１０年間

を過ごされたその経験は常に福下さんの人生と共にあり、千種の地に対する追慕と感謝

の念は神戸や大阪で暮らすようになられてからも決して消え去ることはなかったのであ

る。その念あったればこそ、平成２２年１２月を皮切りに多額のご寄付を千種高校と千

種中学校にしていただいたのである。千種中学校では、そのご寄付を「勝良文庫」とし

て整備し、読書活動の活性化に生かしている。また、千種高校は、部活動の充実や中高

連携行事を中心とした学校教育活動の発展に大いに寄与する「福下基金」として整備し、

活用させていただいている。この場をお借りして、改めて感謝申し上げたい。 

 ご講演の最後に福下さんは、特に就職を控えた高

校生たちに向かって、目標設定をしっかりした上で

学ぶことの大切さと、読書にいそしみ、文章の理解

力や表現力を今の内に身につけて自分を磨いてお

くことが如何に大事であるかということを切々と

訴えていただいた。千種をこよなく愛してくださ

る、この偉大なる先輩に接した中高生たちは大いな

る感動をもって約１時間ばかりのご講演を聴き、今

後出逢うであろう様々な困難にも果敢に立ち向か

っていこうという決意を新たにしたのであった。 
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４ オープンハイスクール 

総  務  部  

 

１ 日 時  平成２４年７月３１日(火) ８：４５～１２：１０ 

 

２ 参加中学生                        （７月２０日現在）  

中学校 千種中 山崎西 山崎東 山崎南 波賀中 一宮南 三土中 一宮北 その他   計 
男 １９ １ ４ １ １ 

   
１ ２７ 

女 １９ ２ ２ 
    

２ 
 

２５ 

計 ３８ ３ ６ １ １ 
  

２ １ ５２ 

※「その他」は神戸市立有野中。これ以外に８月中に三土中から１名、京都府から１名の

見学者があった。 

 

３ 日 程 

   時  刻  項 目 実施内容   場 所   備 考 
 8:30～  8:40  受 付   生徒玄関  生徒会・職員 

  

 

 8:45～  9:25 

   

 

開 

会 

行 

事 

1  挨拶(3分)             校長 

2  学校全般紹介(8分)      教頭 

3  教育課程について(10分) 教務部長 

4  部活動・生徒会紹介(14分)生徒会 

5  質疑応答(5分) 

  

 

視聴覚室 

校長 

教頭 

久保田 

生徒会 

河島 

 9:25～10:00  見 学 部活動見学等  グランド 

 体育館 
生徒会誘導 

３班編制 
10:15～11:00 

  希望選択 

 

授業体験 

① 

 

【体育】 

担当：福永 

楽しく宙返り 

１３ 

【数学】 

担当：横瀬 

ハノイの塔 (パズル ) 

１０ 

【日本史】 

担当：藤原 

 徳川綱吉の時代 

２９ 

 

11:15～12:00 

  希望選択 

 

授業体験 

② 

 

【古典】 

担当：久保田 

 宇治拾遺物語 

１９ 

【英語】 

担当：田中 
高校英語へようこそ 

１２ 

【理科実験】 

担当：角野 

ブルーボトル反応 

１３ 

【アクティブ】担

当：藤本 

糸のこ木工作品 

８ 
12:00～12:10  教室ごとにアンケート記入後解散 
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５ 千種保幼小中高合同「ふれあい文化祭」 

                                総 務 部  

１ 目  的： 
 ① 保幼 少 中 高に よ る合 同 文 化祭 （ 合 同 行事 ） を 実施 す る こ とに よ り 、連 携        

のあり方についてさらに研究を深める。 
   ② 園 児 ・小 学 校 児童 ・ 中 学校 ・ 高 校 生徒 に よ る合 同 文 化 祭を と お して 、 子        

どもの縦、横の交流を進める。 
   ③ 合 同 文化 祭 を 開催 す る こと に よ り 、保 幼 小 中高 の 連 携 の良 さ を 保護 者 ・        

地域住民のみなさんに理解してもらう。        

 

２ 日  時： 平成２４年１１月４日（日）８時５０分開演 （午後は小中合同文化祭） 

３ 会  場： 千種小学校体育館 

４ プログラム（内容等）： 

【午前の部】 ―保幼小中高合同文化祭―       【８：５０ 開演】 
 
 １ 開会 
   （１）代表校長あいさつ   （千種中学校長 喜多英雄…幼小中連携担当校長） 
   （２）園児・児童・生徒代表あいさつ   （千種中学校 生徒会長 金本 崇） 
 
  ２ 千種中学校        英語スピーチ「SNACKS（スナック）」（３年工藤雄蔵） 
                 英語スピーチ「Tatara（たたら）」    （３年梅本万輝） 
 
  ３ 千種高等学校   体験発表「宍粟観光体験高校生レポーター活動に 
                参加して」       （２年小竹潤） 
      
  ４ 千種杉の子保育園   和太鼓「はらっぱ太鼓」       （４・５歳児） 
              ダンス「good Boys & Girls」    （４・５歳児） 
                               （保育園は発表後退出） 
 
  ５ 千種幼稚園・千種高等学校連携                 
                うた「あの青い空のように」      （全園児） 
                           ダンス「千種の幼・高連携ソーラン2012」 
                          （全園児＆高校２年生） 
                                                 （幼稚園は発表後退出）    
  ６ 千種小学校       －アンサンブル－ 
                合奏「マル・マル・モリ・モリ」（３・４年生） 
                              合奏「I will Follow Him.」   （５・６年生） 
                合唱「校歌」                  （全校生） 
                  「夢見るジャンプ」 
       ◇ 千種町連合PTA会長あいさつ   （千種南小PTA会長 小河 秀義） 
 
 ７ 千種小学校   －演劇－ 
             「おたんじょうび おめでとう」  （１年生） 
             「ブレーメンの音楽隊」             （２年生） 
             「ちいちゃんのかげおくり」    （３年生） 
 
 ８ 千種中学校・千種高吹奏楽部        「Rising Sun」他 
   
 ９ 千種中学校       合唱「河口」         （全校生徒） 
 
 １０ 閉会 
   （１）校長あいさつ          （県立千種高等学校長 浅田 尚宏） 
   （２）園児・児童・生徒代表あいさつ  （千種高等学校代表   淸水 彩奈） 

 

５ 参加園児・児童・生徒数（教員数） 
    杉の子保育園      ２０名（ ４名）      千種幼稚園      １４名  ( ４名） 
   千種小学校    １４３名（２１名）        千種中学校   ９３名（１４名） 
     千種高等学校     １００名（１５名） 
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６ オ ー プ ン ス ク ー ル                             総 務 部    

        平成 24 年 11 月 11 日（日）～13 日（火） 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１１日（日） 
★宍粟市総合防災訓練参加（午前・千種中ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ） 

★公開授業（12:50～14:30） 

★保護者対象セミナー（15:00～16:00・場所当日連絡） 

ファイナンシャルプランナー石橋知也氏講演会 

「高校生の親として知っておくべきこと 
～履歴書の書き方・進学費用の工面について等～」 

１１月１２日（月） 
★公開授業（１～５限） 

★心のサポート講演会 

（14:10～15:00・体育館）  

   講師  鹿多証道氏  

演題『寄り添うこころ』 

妙正寺（加古川）のご住職である鹿多氏は人権

教育指導員・民生児童委員、さらには日本高校野

球連盟審判規則委員として、甲子園の 

高校野球では審判部長も務められ、 

趣味も音楽から落語まで幅広く、 

内容豊かなお話を聞かせていただけ 

ます。事前申込は不要です。 

体育館にぜひお話を聞きにお越し下さい。 

 

★一般講座「パソコン教室」  

（15:30～17:00）  

講師：藤本 聡子（本校職員）  

[特別棟４階コンピューター教室 ] 

            

今回は表計算ソフト「エクセ

ル」を  

          使って、簡単で便利な表を作って  

みましょう。丁寧にお教えします。 

  

１１月１３日（火） 
★公開授業（１～６限） 

★一般講座「そば打ち体験」  

15:30～17:00（調理室） 

 講師：池谷真勝氏（福海寺住職） 

そば打ち体験を通じて、調理室が楽しい  

地域交流の場になります。ぜひご参加下

さい。  

石橋知也
いしばしともや

氏 (昭和 47 年生) 

【経歴】 

関西銀行（現・関西アーバン銀行） 

入行 住宅ローンのほか、新規法人開

拓を担当 

アクサ生命保険株式会社入社 

個人のライフプラン作成を担当 

現在は、執筆活動、年間 270 件の講演

活動中。 

【テレビ出演】 

2006 年 ＮＨＫ「家計診断おすすめ

悠々ライフ」 

【ラジオ出演】 

2009 年 ラジオ関西「正木明 エコス

タイル」他 

【著書】 

「子どもの進路に悩む親の本」 

「年収 300 万円で子どもを大学に入れ

る方法」 

「最新住宅ローンの基本と仕組みがよ

～くわかる本」 

他

多数 

今年度のオープンスクールはＰＴＡ

の協力を得て、休日を含む３日間で実施

した。公開授業以外に地域・保護者が参

加する一般講座を開講した。初日の「保

護者対象セミナー」は中高の保護者約

30 名、２日目「パソコン教室」は約 10

名、３日目「そば打ち体験」は約 15 名

がそれぞれ参加した。各講座の様子及び

感想等は PTA 広報「敷草」70 号をご覧

下さい。 
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７ 防 災 訓 練                  総 務 部 

 

※今年度は校内での訓練に加えて、地域と合同訓練（宍粟市総合防災訓練）を行った。  

１ 日  時： 平成 24 年 11 月 11 日（日） 【校内】訓練 8:25~8:40・防災 HR8:45-9:10 

【地域】9:30～11:50（宍粟市総合防災訓練）  

２ 想定災害： 地震よる火災（自動販売機が転倒し出火を想定）  

３ 避難場所： 本校グラウンド（午後は千種中グランド）  

４ 避難経路： 全学年本館入り口よりグラウンドへ避難  

５ 内  容： 

時間等 担当等 内 容 等  職員の対応等  

08:25 担任  出欠の確認等  出席簿持参  

08:27 

地震  

 

火災  

 

 

 

 

08:30 

 

 

避難  

 

 

 

 

08:37 

放送  

 

 

担任  

 

 

 

 

放送  

 

 

担任  

 

 

 

おおきな揺れを伴う地震が発生しました。生徒は落ち

着いて先生の指示に従いなさい。状況を確認して、再

度放送します。  

 

「先生の言うことを聞きなさい。余震のおそれがある

ので、机の下にもぐりなさい。机の脚をしっかりもち、

窓と反対側を向きなさい。」（高圧的指示でも可） 

 

 

非常ベル（計測開始・河島）  

「保健室前の自動販売機から火災発生。先生の指示に

従ってグラウンドへ避難しなさい」（放送：教頭）  

「特棟を通って生徒玄関からスリッパのままグラウ

ンドへ出ます。その際、走らない、しゃべらないこと。

○○君から順に廊下を出なさい。」（２・３年生も「特

棟」経路）  

消化・消灯・窓しめ、カ

ーテンあける（担任）  

集合点呼・報告完了・整列

待機。本館に向かって全校

集会時と同じ隊形  

放送（教頭）  

 

 

福永・藤原保健室前へ。火災発

見  

河島 教頭・橋本さ んに連絡  

福永・藤原 

 屋内消火栓で初期消火  

橋本 119 通報（右頁参照） 

教頭 非常ベル（教頭）  

教員  各 任 務 実 行

（右頁参照） 

 

 

 

特棟２階全生徒合流の為混雑  

 

担任 出席簿持ち出す  

 

委員長→担任→教頭（副隊

長 ） → 校 長 （ 隊 長 ）

[今回は教頭まで] 

08:40 校長  自衛消防副隊長訓話（教頭）  進行：河島  

08:45 移動  １年：生徒玄関から HR 教室へ  

２年：職員玄関から HR 教室へ  

３年：職員玄関から HR 教室へ  

生徒玄関前で、砂を落と

し、雑巾で靴のウラをぬぐ

う指示（照本・藤原・横瀬） 

08:50 担任  防災 HR（資料「防災クイズ」活用）→9:10~更衣・

WC 

取り組み・解説  

09:30 放送  「避難勧告発令、生徒はｸﾞﾗﾝﾄﾞに集合しなさい」  教頭  

09:35 集合  訓 練 班 別 に 点 呼 完 了 後 、 千 種 中 へ 避 難  

途中ホース踏まない  

ＨＲ教室施錠（事務室）

9:40 

09:50 班別  

訓練  

水 防 班 （ 土 嚢 作 成 ）  高 2 男 ・ 高 3 男

（角野・藤原・福永・横瀬）  

炊き出し班  高 1 女・高 2 女（久保田・藤本） 

救命救護処置班  高１男・高３女（松井・照本・田中） 

終わった班は起震車等の体験コーナーへ  

中学校正面玄関前に整列

後、 

河島の指示で班別に行動 

10:40 見学  消防防災ヘリコプター救急救出訓練見学  帽子吹き飛ばされないように 

11:30  閉会式   

11:50 移動  学校へ  ＨＲ教室解錠（事務室）

11:45 

12:50 授業  ５限授業開始   

※天候不良の為「防災ヘリコプター」は出動されなかった。  
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８ 「総合的な学習の時間」インプロ学習実施記録 

                                 教 務 部 

 

 本校でインプロ学習を取り入れて今年度で４年が経過し、本校の総合的な学習の時間の

柱となっている。インプロとは「即興」を意味し、演劇等の芸術分野における表現方法の

一つだが、多くの企業の社内研修で取り入れられる等注目されている。「エクササイズ」と

呼ばれる各取組には「受け取る、伝える、共有する」というコミュニケーションには欠か

せない要素が入っている。失敗してもすぐに笑って立ち上がれる強さ、人と遊び合える力、

自己肯定、他者肯定できる力、一歩踏み出す勇気と行動力等、今を生きる力の育成を目指

すものである。  

                           

１ 「インプロ学習」授業時間  

各学年年間８時間実施  

２ 特別非常勤講師及び担当時間 

長谷中りえ 氏 ・３ｈ×８回 計 24 時間担当  

石見 幸三 氏 ・３ｈ×４回 計 12 時間担当  

 

３ 学年別授業テーマ一覧 
①４／２２（日）  全学年 オリエンテーション（自分への手紙）  

②５／ ７（月）  

１年生 みんなと出会おう！  
２年生 仲間を大切にする。  
３年生 物語の協働作業  

③５／２１（月）  
１年生 失敗を楽しむ！１  
２年生 自分と仲間を大切にする。  
３年生 物語の協働創作（Give and take）  

④６／２５（月）  
１年生 失敗を楽しむ！２ （インパルス）  
２年生 他者に委ねる（トラストラン）  
３年生 物語の協働創作（Give and take）  

⑤７／ ９（月）  
１年生 協力（イルカの調教）  
２年生 協力（ツ―ドッツ）  
３年生 物語の協働作業（ステイタス）  

⑥９／ ４（火）  
１年生 伝える（信じて運ぶ）  
２年生 伝える、共有する（伝言ゲーム）  
３年生 物語の協働創作（チームでチャレンジ）  

  ⑦１０／２２（月） 
１年生 伝える、受け取る、共有する（信じて運ぶ）  
２年生 身体をつかった協働作業（伝える、受け取る、共有する）  
３年生 YES and…  

  ⑧１０／２９（月） 

１年生 言葉のない協働作業（信じて見る）  
２年生 まわりを感じてみる（Give and take）  
３年生 YES and（遊びからの学び）  
全学年 自分への手紙の返却  

 

 ４ インプロの効果（今年度の教員の評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 人前で発表することがないから、貴重な体験になる。

2 生徒は積極的に取り組め、講師とよい関係が築かれた。

3 講師は一人ひとりを見て、それぞれに応じた声かけをしてくれて有り難かった。

4 生徒の普段見せない表情や、新たな一面を発見できる。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に役立つ。

5 長谷中さんの熱心な取組はたいへんすばらしい。生徒も楽しそうに動き、成長していると感じる。

6 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上が求められる中、本校の取組は先進的で、目に見える成果はわかりにくいが確実に出ている。

7 他校で取り組んでないことを考えると本校の独自性、特色として意義がある。

8 生徒が楽しく互いに協力しあって、一つの時間を共有している。他校にはない取組。

9 生徒相互の思いやりを高め、自己表現する力を育てる時間になっている。
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９（１）中高連携授業記録＜数学科＞ 

                                   教 務 部 

実 施 日 時 
平成２５年３月４日（月）９：３５～１０：２５  

平成２５年３月５日（火）１３：１５～１４：０５  

授 業 者 照本 和生・横瀬 憲一 

場 所 千種中学校・３－Ａ・Ｂ各ＨＲ教室  

対 象 中学３年生  

教 科 ・ 内 容 数学科 平方根・因数分解  

内容・感想 

高校の授業でも入学後すぐに中学校の発展分野として現れる単元

が平方根と因数分解である。高校に入学して最初からつまずくこと

がないように、しっかり授業に取り組めるようにという思いを込め

てこの単元を選んだ。まず、平方根については、平方根の意味をし

っかり押さえられている生徒は少なく、何回も説明することによっ

て定着していったように思える。高校では累乗根も学習するので、

平方根の考え方をしっかり身につける事は大切である。素因数分解

の説明では、約数の概念も交えながら行い、高校数学Ａの分野に触

れさせた。分母の有理化については、中学校では既習だが、言葉自

体は出てこないので紹介し、分母が二項である有理化についても触

れた。計算問題が中心の分野であるため、各生徒で進度に違いはあ

ったが、全員一通りの演習を終えることができた。高校への良い架

け橋となってくれればと願う。 

因数分解については、まず基本となる中学校数学における因数分

解を黒板で説明し、各自演習させる形式をとった。全体授業だけで

は理解できない生徒もいるため、教師の机間巡視によって、小さな

ミスを見逃さず指導した。 
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（２）小高連携授業記録＜理 科＞ 

                                 教 務 部 

実 施 日 時 平成２４年１０月２４日（木） １１：２０～１２：０５                                        

授 業 者 角野 陽介 

場 所 宍粟市立千種小学校 理科実験室  

対 象 千種小学校６年生／千種高等学校３年生チャレンジコース  

教 科 ・ 内 容 理科実験／物質を－196℃にするとどのようになるのかを確かめる。 

児童・生徒の感想 

 
・私は、バナナを－196℃で凍らせるとくぎが打てることが分かった

し、ゴムボールを凍らせて、上からボールを落とすと割れたので
すごかったです。花を凍らせて、花を手で握るとバリバリと割れ
て、とても面白かったです。（千種小６年生）  

 
・液体窒素と聞いて、どんなものだろうと思って見ると、想像して

いたものとは全く違っていて不思議でした。私が特にびっくりし
たのは、二酸化炭素を風船に入れて、液体窒素の中に入れて出す
と、風船の中にドライアイスができていたことです。何で？何で
？と思いました。今日の実験はとても楽しかったです。  

（千種小６年生）  

・花をドライアイスの中に入れると、花がバラバラになっていてビ
ックリしました。高校生にやり方を教わったので、分からなかっ
たことも分かるようになってよかったです。高校生は自分のこと
より私達のやり方を教えてくださったので、私も自分のことより
も人のことを考えていきたいです。（千種小６年生）  

 

・液体窒素でいろいろな実験をして、とっても楽しかったです。風
船を液体窒素に入れると、縮んで、出すと元に戻ったりしてとて
もすごいと思いました。高校生とちょっとだけ仲良くなれてよか
ったし、うれしかったです。（千種小６年生）  

 

・液体窒素の中に２種類のプラスチックボールと軟式のテニスボー
ルを入れたが、テニスボールの方が割れてビックリしました。小
学生はみんな真面目で、協力して取り組めた。また、探究心が旺
盛ですばらしかった。（千種高校３年生）  

理科実験の様子 
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（３）中高連携授業記録＜保健体育科＞ 

                                  教 務 部 

実 施 日 時 平成２４年１０月１６日（火）～１１月２０日（火）計７日１４時間  

授 業 者 福永順二郎・上山麻美  

場 所 千種中学校 体育館 

対 象 千種中学校１～３年  

教 科 ・ 内 容 体育科 武道（剣道）  

感 想 

・千種中の生徒は、先生の指導がよいので授業が非常にやりやすい。た
 だ、人生の中でも一番元気な時期、もう少し活気があっても良いので
 はないか。 
・運動もどんどん二極化が進んでいる。とくに気になるのは肥満の生 
  徒や体育嫌いの生徒が増えつつあるように思う。体育嫌いの生徒をつ
 くらないように心がけたい。 

児童・生徒の感想 

・初めての剣道ということで不安もありました。でも、高校の先生方に、
  竹刀の振り方や防具の付け方、面・小手・胴の打ち方をていねいに正
  しく教えていただいてので少しずつですができるようになっていき 
  ました。まだ、来年も再来年もできるので、しっかりがんばってやっ
  ていきたいです。（１年生） 
・剣道をしたことがなかったので、すごく楽しみでした。でも竹刀は重
  くて振りかぶるのにも力がいりました。高校の先生方の指導のおかげ
  でだいぶんうまく振ることができるようになりました。実戦では、上
  手く技を入れることができませんでしたが、練習の時よりも楽しくて
  やりがいがありました。来 年は、試合をすると聞きました。 少し怖
  いと思う部分もありますが、それ以上に楽しみです。（２年生） 
・試合風景を見たことはありましたが、防具を着けることですらひと苦
  労で、すべてが難しいことづくしでした。でも、高校の先生に優しく
  教えていただいて、剣道が「難しい競技」から「楽しい競技」へ変わ
  り、教えてもらうことに感謝の気持ちが芽生えました。大きな声を出
  すことはなかなかできなかったけれど、お手本を見せてくれた友だち
  や先生方をみて、一発目から声を出していく方が、かっこよく見える
  ことが分かりました。（３年生） 
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１０ 中高連携補習授業の記録＜国語・数学・英語＞ 

                                 教 務 部 

実 施 日 時 平成２４年８月２７日（月）～２９日（水）   13:10～16:00                                        

授 業 者 久保田美賀子／照本和生／河島健  

場 所 １年１組ＨＲ教室（本校）  

授 
 

 

業 
 

 

内 
 

 

容 

 

国 語 

 

 

【高校入試問題（論説文・小説・古文・漢文）】 

兵庫県だけでなく、各都道府県の実際の高校入試の過去問題演習  

に取り組んだ。論説文や小説では問題文をじっくりと読み、何が書
かれているかを理解し、問題解決の糸口を見つけ出す演習をした。
小説では物語の場面設定の把握や、主人公の心情などについて考え
た。古文・漢文では基礎的な事項、現代仮名遣いでの読みや、書き
下し文に挑戦した。高校入試まではまだ日数があったが、参加生徒
全員が、真剣に問題に取り組んでいた。高校入試に向けて、自分の
苦手分野を知り、どのように学習していけばよいかを知るよい機会
になった。  

数 学 

 

【高校入試問題（計算問題・連立方程式）】 

数学の基礎である計算問題を中心に各都道府県の高校入試問題の 
演習に取り組んだ。数学が得意な生徒にとっても、正確さをアップ
させ、計算力を向上させる良い機会となった。連立方程式の分野で
は、いかに上手く文章から状況をイメージできるかにこだわった。
数式化するためには、図を書くことは重要である。図を書くことに
よって、スマートに立式できるようになったのではないかと思う。
生徒の感想にも「難しい文章題が、分かりやすい図になったことで、
イメージしやすかったし、式の立て方がよく分かった。」とあった。 

英 語 

【高校入試問題（読解問題・文法問題）】  

各都道府県の実際の高校入試問題演習を実施した。高校入試の実  

際を想定して、各分野の頻出問題をピックアップし、時間を区切っ
て問題演習を行い、必要に応じて解説をした。高校入試本番に向け
てどのように学習していけばよいかなど、それぞれの自覚につなが
ったのではないかと思う。やや難解な問題にもチャレンジしたが、
参加生徒は意欲的に取り組んでいた。  
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１１（１）アクティブ授業（内）の記録 

                      アクティブ（内）担当 藤本 聡子 
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（２）アクティブ授業（外）の記録 
 

アクティブ（外）担当  福永順二郎 

 

１ ゴルフコース実習 

 

本校ではマナーと自分を律する気持ちを育てるため、また集中力を高めるために、公立

学校では珍しいがゴルフを授業に取り入れている。「千草カントリークラブ」のご協力と

講師として村上登茂七さんのご指導のもと週２時間の基本練習をこなし、11月22日（木）

にハーフ（９ホール）のコース実習を行いました。２、３年生の１６名を４班に分けそれ

ぞれリーダーのもとコースを回りました。半年間の総括と練習の成果を実践し、スコアー

カードをつけながらラウンドしました。 

実習も慣れてきたためラウンドの進行が早く、最後の班が終わるまでに２時間半で回る

ことが出来ました。ティーグラウンドやグリーン上でのマナーを守り、スコアーも６０（９

ホールで）を切る生徒もおり、コンペも盛り上がりました。 

今年度の３年生はゴルフの技術の向上も早く、２学年次のグアムでの修学旅行でハーフ

実習を行い、海外でのゴルフということで素晴らしい思い出が出来ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スキー実習 

 

体で物事を覚えることの大切さを理解させるために地元の特性を生かし、数年前からス

キー実習を取り入れています。最初はボーゲンもままならぬ生徒達が時間を追う毎に上達

していきます。１月に入って今年は雪も多くベストのコンディションで実習ができました。

講師としてインストラクターの奥田慎一さんの指導のもと、生徒は技術の向上とスキー検

定テストを目指して一生懸命に滑り込みました。 

２月２１日（木）のスキー検定では１級から４級まで全員が合格する事が出来ました。 
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１２ 平成２４年度生徒指導の概要 
                          生徒指導部長 福永順二郎 

 

平成２２年度から千種中学校と連携型中高一貫教育校となり、中学校や地域との密なる

連携を図りながら、学校の存続をかけて生徒指導に取り組んでいる。山村のへき地校であ

り、さらに少子化の影響を受け、ここ数年定員を割る状況が続いていたが、最近では地元

中学校の生徒だけでなく、安心・安全な高校生活が送ることが出来るということで注目さ

れ、近隣の市や町から低学力、不登校生徒、発達障害、いじめられた生徒、問題行動等様々

な問題をかかえた生徒が癒しを求めて入学してくるという状況を生み出している。  

本校の課題は、中学校時代にいろんな問題を抱えている生徒達に自信をつけさせて高校

生らしい生活を送らせてやることであり、それによって学校の安定化を図ることである。

そのための方針として、生徒指導の強化を図り、厳しさの中にも温もりがあり「心に響く

生徒指導」をモットーに、生徒との信頼関係を築くことから始め、生徒一人一人との関わ

りを深めることで心の充実を図り、生徒に自信をもたせるために体験活動を多く取り入れ

ている。ここ２～３年問題行動も激減し、西播磨地域では特別指導件数が最も少ない学校

となった。地域にも認められ、県下にも誇れる学校づくりができるようになった  

連携型中高一貫教育校のモデル校として地域に認められ、県下に誇れる学校づくりを目

指している。そのために以下のことを重点策として取り組んでいる。 

 

１ 地域貢献活動（積極的なボランティア活動）  

   ・志引峠の膨大な不法投棄現場のゴミ回収と大山桜の植樹。  

   （学校から６キロ離れた岡山県との県境、歩いて現場まで赴き作業にあたる。今で

は中学校と町をあげて取り組んでいる）  

   ・ちくさ高原での広葉樹の植樹、全校生徒と町の自然保護団体（栃の木会）の会員

と栃の木の植樹。 ・独居老人宅配食事サービス。  

・特別支援学校との交流会（千種高原でスキー実習の補助）  

 

２ 体験学習を多く取り入れ、最後までやり抜くことにより達成感を味わわせ自信をつ

けさせている。  

   ・１年生 日本海での水泳実習と大山登山。  

   ・アクティブウィーク  

（ちくさ高原でのスキー実習と就業体験、最後にスキー検定を実施している）  

 

３ 問題行動早期発見・未然防止策    ＜イエローカードの発行＞  

    心の乱れが服装に出ることから、早めにチェック指導をして、服装違反者の内面

的理解を深め、問題行動を未然に防いでいる。（早期発見・早期治療）  

 

４ クラブ活動の強化  

    生徒数１０２名という少人数の学校ではあるが、団体クラブを成立させ県でも認

められるクラブ活動づくりを進め、クラブ活動を通じて人間力を育てている。  

 

５ 躾教育の徹底（服装・挨拶・マナー）  

    「躾」はすべての教育活動の根幹である。本校においては、制服の着こなしにつ

いての指導は勿論のこと、生徒会を中心に１年間を通じて「あいさつ運動」を展

開して、「元気なあいさつ」・「明るい笑顔」のある学校生活を心がけ、地域に於い

ても日々実践することによって千種町内外の皆様から非常に高い評価を得ている。 
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１３ 平成２４年度 高校生心のサポートシステム実践研究 

「中高連携を核とした組織的な生徒指導及びコミュニケ－ション能力の育成」 

                    高校生心のサポートシステム推進委員会  

１ はじめに  

  本校には、中学校時代に長期にわたる不登校を経験した生徒及び特別な支援（発達障

害・学習障害・多動）を必要とする生徒が２割は入学してくる。校内に不登校生徒及び

特別支援教育に関する委員会を設置し、生徒の実態把握と校内支援体制づくりを行い、

日々の学習支援も含め個々の生徒に応じたきめ細やかな指導を行ってきた。その結果、

中学時代に不登校を経験した生徒のほとんどが通常の生活に戻り、有意義な高校生活を

送っている。その成果に基づいて、今年度は以下の方策により研究に取り組んだ。  

 

２ 具体的実践方策 

平成２２年度から「連携型中高一貫教育校」として新たな歩みを始めた本校は、千種

中学校からの進学者が増え、更には千種中学校以外からの進学者も増加傾向にある中で、

両者が仲睦まじく同じ教室で学び有意義な高校生活が送れるよう、特色ある教育課程と

少人数教育を実現するとともに様々な体験活動を実施している。以下は研究の軸である。 

(1)「連携型中高一貫教育校」の進化発展を図る為、生徒指導・心のサポートの充実を  

更に目指す。  

 (2) 「アクティブ」「ベーシック」「チャレンジ」という３つのコースに分けてほとんど

の授業を実施し、個々の目的や到達度に応じた少人数授業を展開する。  

(3) 小中学校課程の基礎的な学習内容の学び直しを含め、生徒個々の学力レベルに応じ

た「確かな学力」を身につけさせる。  

(4) 家庭や関係機関と連携して、高校生活を続けることができるよう支援する。  

(5) 「特別支援教員」を配置し、ＴＴを実施して特別な支援を必要とする生徒の問題解  

決に資するとともに、家庭学習の充実を含めて個に応じた指導を充実させる。  

(6) ボランティア活動や体験活動を多く取り入れ、達成感や成就感を持たせることによ

り自信をつけ、自立する力を養う。 

(7) 「総合的な学習の時間」の一環として、即興劇の手法を応用した「インプロ学習」  

を採用し、生徒個々の自己表現力を伸ばすとともに、様々な集団活動や演技を通じ 

て社会性や他者を思いやる心の育成を図る。（３年前から実施）  

 

３ 校内推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本年度の取組状況（４～３月） 

 (1) 中高の情報交換及び支援を必要とする生徒の家庭訪問・支援体制づくり（４月）  

(2) 中高一貫６年間にわたる継続したキャンパスカウンセリング（通年）  

(3) 元気な千種高校生を育む「あいさつ運動」（通年）  

(4) 自然豊かな千種高校に彩りを添える「校内花いっぱい運動」（通年）  

(5) 中高連携清掃ボランティア活動・志引峠の不法投棄廃棄物回収作業（６月）  

(6) ちくさ高原、ラベンダー・シバザクラ等の花植えボランティア（６月・７月）  

校 長 教 頭 

学年・学級担任  

生徒指導部  

関係機関 

姫路こども家庭センター  

西播磨特別支援センター  

 

保健部（養護教諭）  

キャンパス  

カウンセラー  

 

高校生 

心のサポート 

システム 

推進委員会  

     家  庭 
生 徒 
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(7) 地元千種町の山を愛する中高連携森林教育（７月間伐体験、２月木工体験）  

(8) 第１学年宿泊体験学習・皆生海岸での水泳実習及び大山登山（７月）  

(9) 家島高校との「山と海の学校間交流」（８月家島、１月千種）  

(10) 学び直し・基礎学力充実補習（７月・８月、各学期の考査前及び長期休暇中）  

(11) 小中学生対象スポーツ活動及び理科実験の補助体験（８月・１０月・１１月）  

(12) 「総合的な学習の時間」での「インプロ自己発見学習」（全学年通年計８回）  

(13) 地域の小学生に対する茶道体験及びホタルの生態学習指導ボランティア（８月）  

(14) 千種川水質保全・水生生物調査ボランティア及び環境学習体験（９月）  

(15) 町内特別養護老人ホーム等における花植えボランティア活動（９・１１月）  

(16) 独居老人宅への配食ボランティア活動（４月から通年、月２回）  

(17) 千種町「保幼小中高合同 ふれあい文化祭」を実施（１１月）  

(18) 町内特別養護老人ホーム等で千種太鼓演奏コンサートを開催（１１月）  

(19) 心のサポート講演会「寄り添うこころ」（加古川妙正寺住職・鹿多証道氏、１１月） 

(20) 中高連携教職員研修会（中高共通のキャンパスカウンセラー・田邊裕樹氏による講  

話及び事例研究：「カウンセリング・マインド 不登校を考える」、１２月）      

 (21) 特別支援教育職員研修会（西播磨特別支援学校教諭・長谷川尚生氏による講話：  

 「発達障害に対する理解と支援の在り方」、１月）  

(22) 赤穂特別支援学校生及び千種小学校受け入れ・スキー体験補助活動（２月）  

(23) 基礎学力充実・学び直し学習（１２月・３月各学期考査前及び長期休業中）  

 

５ 成果と課題 

 (1) 成果 

  ア 地域と連携した生徒指導  

    学校の指導だけではなく、「地域の子は地域で育てる」という地域の教育力を生か

し、「アクティブ」（学校設定科目）の授業では地域在住の特別非常勤講師からの技

術指導はもとより、マナー指導や人間力育成の上で成果を上げてきた。  

  イ ボランティア活動を重視した生徒指導  

    千種中高生混成班による環境美化活動を始め、冬季の赤穂特別支援学校や千種小

学校のスキー活動受入を通じて、地域を愛する心や自己の存在感・活動の達成感を

体得し、本来様々な問題を抱えて「支援される」ことの多い生徒達が他者を「支援

する」という経験を積むことで自信を持ち、高校生活を有意義なものにしていこう

とする姿勢を身につけ、自身の不登校傾向を克服することができた。  

  ウ 「インプロ自己発見学習」によるコミュニケーション能力の育成  

    即興劇の手法を用いた「インプロ」と呼ばれる活動を「総合的な学習の時間」の

柱に据えて３年になる。全学年全ての生徒に履修させることで、本校の生徒は着実

に自己表現力を伸ばすとともに、他者への思いやりや他者との関わり方についての

技法を身につけてきた。他校でも是非とも試していただきたい活動の一つである。  

  (2) 課題 

  ア 上述の諸活動や取組によって、中学時代に不登校を経験した生徒のほとんどが本校

入学後回復して通常の高校生活を送ることができていることは大きな成果であるが、  

   その反面、解決がかなわずに退学した生徒が複数名出ているのも事実である。  

  イ 生徒指導上の問題は年間２・３件に過ぎず、非常に落ち着いた状態が続いているの

であるが、山奥とはいえネット環境は都会に匹敵するようになってきており、目に

見えない部分の問題が潜伏している可能性もあり、今後注視していかねばならない。 

 

６ 来年度への展望（今年度実施の各取組みに加えて実施したいこと） 

 (1) 生徒全員に対する体験キャンパスカウンセリングの実施（早期に短時間で）  

(2) 生徒全員の家庭訪問（早い段階で実施し、家庭及びネット利用状況等を把握する）  

 (3) アルバイト先への訪問（学年・生徒指導部担当教員による）  

 (4) 生活体験発表会・学習体験発表会・課題研究発表会等の実施  
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１４ 山と海の学校間交流（家島高校との交流記録） 

生徒会担当 照本 和生・角野 陽介 

 

山の学校「千種高校」と、海の学校「家島高校」の交流が今年も行われました。約１０

年前から続いている両校の友行事です。夏は千種高校の生徒会１２名が真っ青な家島の海

へ。冬は家島高校の１年生と生徒会が白銀のちくさ高原スキー場にやって来ました。 

 

１ 夏の交流【平成２４年８月１日（水）】 

                                              

 Ｂ＆Ｇ家島海洋センターにて交流会が行われました。朝早くに千種高校をバスで出発し

まずは姫路港に行き、そこからは高速船で家島へ。家島に着くなり、家島高校生徒会がパ

ネルを持って、私たちを歓迎してくれました。初めての地に千種の生徒は緊張と好奇心で

初々しい表情をしていました。交流では、自校の学校紹介から始まり、互いの学校の良い

点や見習いたい点などを言い合い、充実したものとなりました。午後からは、カヌー体験

をしました。一人乗りのカヌーはなかなかバランスを取ることも難しく、中には転覆した

生徒もいました。家島の素晴らしい環境の中での貴重な経験を通じて、一回り成長したこ

とと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 冬の交流【平成２５年１月２９日（火）】 

 

 ちくさ高原スキー場にてスキーを通じて交流を行いました。午前は開会式後、各グルー

プで自己紹介をして、千種高校生が各レベルの技術指導を行いました。お互い徐々に仲良

くなり、積極的に会話をできるようになりました。家島高校の生徒には初めてスキーをす

る生徒がおり、教えることの難しさを感じました。午後からは自由にスキーを楽しんでも

らいました。スキーだけでなく雪遊びをして楽しく盛り上がっている生徒もいました。千

種高校生は安全確認と時折技術指導を行いました。全員が怪我なく楽しく実習を終えるこ

とができ、忘れられない思い出になりました。 
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１５ 第３８回千種高校文化祭  

生徒会担当：松井利澄･照本和生･角野陽介･横瀬憲一 

 

本年度スローガン：「こころはひとつに」 

 

１ 日 程： 平成２４年６月１６日（土）  

9:20～ 9:30 集合・点呼   

9:30～ 9:40 開会式・セレモニー（生徒会）    

9:50～ 9:55 1 年アクティブ太鼓           

10:00～10:20 選択音楽発表  

10:20～10:30 有志発表   

10:40～11:10 軽音楽ステージ  

11:20～11:40 １－１クラスステージ  

11:40～13:10 昼休み（模擬店・展示） 

13:20～13:50 和太鼓「鯱」  

14:10～14:30 ２－１クラスステージ  

14:40～15:00 ３－１クラスステージ  

15:10～15:15 クロージング  

15:15～15:25 閉会式・表彰  

15:30～     片付け 

 

２ 内 容： 

・ステージ  生徒会「オープニングダンス」 １年アクティブ「太鼓演奏」  

   選択音楽「青いベンチ(合唱・1 年生)・Rising Sun(ダンス・2 年生)」 

有志「バンド演奏(3 年生)・ダンス(3 年生)・漫才(1 年生)」 

軽音楽「バンド演奏」 民謡集団「鯱」「太鼓演奏」  

１―１クラスステージ「インスパイアド・ハイスクール」  

２－１クラスステージ「アンパンマン～ジャムおじさんの奪還～」  

３－１クラスステージ「ロード」  

・模 擬 店  ＰＴＡ（カレー・バザー), 商工会連合会（焼き鳥・アイス）  

野球部保護者会（炊き込みごはん・ドーナツ），シルバー（駄菓子販売） 

生徒会(フランクフルト)，アクティブ(野菜・花の販売)  

ボランティア部(クッキー販売），パソコン部(わたがし），茶華道部(茶席) 

・展 示  アクティブ（写真・陶芸・木工）・選択美術（デッサン・絵巻物）  

茶華道部（生け花）  

 

 

昨年度は校舎改修工事のため、小規模な文化祭となってしまいましたが、今年

度は校舎も改修され、例年通りの文化祭を開催できました。今年度は、２・３年

生のクラスステージを午後に移し、午後に参加する千種中学校の生徒達に見ても

らいました。これにより、全学年、気合いの入った舞台演出を展開し、全体を盛

り上げることとなりました。また、午後最初のステージでは外部団体である民謡

集団「鯱」様の和太鼓演奏があり、大いにステージを盛り上げてくださいました。 

最後になりましたが、PTA の皆様には様々な模擬店を出していただき、お陰様で文化

祭は大盛況の内に終えることができました。本当にありがとうございました。  
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１６ 平成２４年度第３８回千種高校体育大会 

                         生徒会担当 松井 利澄 

本年度スローガン：「英姿
え い し

颯爽
さっそう

～一瞬のために～」 

１ 期 日： 平成 24 年 9 月 26 日（水）  

２ 内 容（プログラム）： 

午前の部 午後の部（中高合同） 
1 入場行進      

2 開会式      

3 ラジオ体操      

4 男女１００ｍ予選     

5 男女２００ｍ予選     

6 100人百足競争     

7 障害物競走      

8 男女１００ｍ決勝     

9 男女２００ｍ決勝     

10 PTA競技     

11 綱引き      

12 大縄跳び      

13 高校女子４×１００ｍリレー   

14 高校男子４×２００ｍリレー   

15 仮装大賞     

ＰＴＡ会長挨拶     

16 クラブ行進      

17 中学校団体演技男子（組体操）   

18 中学校団体演技女子（ダンス）   

19 高校団体演技女子（ソーラン）   

20 高校団体演技男子（空手演舞）   

21 中高選抜女子4×100ｍリレー   

22 中高選抜男子4×200ｍリレー   

23 フォークダンス         

24 閉会式

  

 

 

 

 

 

第 38 回体育大会は、少人数ながら、体育科教員、生徒会

が中心となって、一人一人が一生懸命に取り組み、とても

力のある立派な体育大会となりました。地域の方々にも多

数ご観覧いただき、大変にぎわいました。また、準備の段

階からクラス単位で放課後遅くまで残り、百足競争やリレ

ーの特訓、クラス旗や担任の先生への仮装などを通してク

ラスの団結が一層深まったように感じます。 

 

また、午後からは第４回の

中高連携体育大会となり、中

学生と高校生が交流を深めま

した。お互いの演技を披露し

たり、中学ＶＳ高校でリレー

をしたりしました。最後は、

恒例のフォークダンスでまと

まりのある姿を見せてくれま

した。区切りの５回目となる来年度は更に進化したものになればと考えます。 



25 

 

１７ 第４回千種中高連携マラソン大会 

                            体 育 科 

 

１ 目 的： 持久走の持つ特性を理解し、健康的な体力作りを目指して、仲間と支えあ

い完走する体験をするとともに、たくましい精神力を養い達成感を味わう。 

  目 標： 全員完走を目指す。 

２ 期 日： 平成２５年２月１９日（火）      

３ 大会日程： 

       １０：１０  開会式     

       １０：２０  ウォーミングアップ  

       １０：４５  スタート地点に集合  

       １０：５０  スタート          

       １１：５０  ゴール 

       １２：００  閉会式  

４ 走行距離：中学 男子５キロ・女子３キロ 高校 男子８キロ・女子５キロ 

５ 参 加 者：中学１・２年 男子 32 名（１年 22 名・2 年 10 名 ） 

             女子 22 名（１年 10 名・2 年 12 名 ） 

      高校１・２年 男子 36 名（１年 21 名・2 年 15 名 ） 

             女子 27 名（１年 13 名・2 年 14 名） 

             男子 68 名 女子 49 名 合計 117 人 

 

６ 大会記録： 高校生男子８キロ １位 竹内 聡  （２年）  ３１分１５秒 

                 ２位 秋久 侑太 （１年） ３１分４０秒 

                 ３位 荒尾 信輔 （１年） ３２分５秒 

        

高校生女子５キロ １位 平瀬 加菜絵（１年） ２４分９秒 

                 ２位 西垣 菜月 （２年） ２４分５３秒 

                 ３位 高下 実由貴（１年） ２５分１２秒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期からマラソン大会に向けて中学生も高校生も持久走に取り組みます。一人

一人が自己記録更新や完走を目指して一所懸命に走りました。沿道からは、小学生

や地域の方々が熱い声援を送って下さり、生徒達の大きな励みとなりました。走り

終わった生徒達も最終走者がゴールするまで待機し、全員で迎えてくれました。一

人一人の頑張りや仲間との切磋琢磨があり、生徒達は達成感を十分に味わうことが

出来ました。また、地域を元気づける大会となりました。  
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１８ 生徒会主催「百人一首大会」 

生徒会担当 照本 和生 

 

３月７日（木）３・４限に毎年恒例となっている百人一首大会が本校柔道場で盛大に行

われました。今年は持ち札２５枚の１対１の対戦である競技カルタが採用されました。詠

み手はいつも百人一首大会でお世話になっている地元千種町千草の大北尚三先生と本校の

原田教頭にお願いいたしました。下の句が詠まれると皆真剣に詠み手の方に耳を傾け、前

傾姿勢を取りながら一早く自分の持ち札が無くなるように一生懸命になっていました。悔

しがる声や歓こびの声が所々で湧き起こり、白熱した戦いとなりました。１回戦で勝った

32 人が勝った者同士で２回戦、１回戦で負けた者同士で２回戦を行い、約２時間の戦いは

幕を閉じました。他学年が一緒になって日本特有の伝統文化に触れるこの機会は今後とも

大事にしていきたい行事です。来年はもっと白熱した戦いになるように、カルタの句をし

っかり覚えて頑張ってもらいたいと思っています。 

 

 

成 績 

勝者チーム１位 平瀬 加菜絵 

２位 井口 拓実 

３位 鎌田 湧地 

４位 秋久 明 

５位 井口 裕香 

６位 阿曽 凌佳 榮永 悠花 

 

敗者チーム１位 橋本 大聖 

      ２位 高下 実由貴 

      ３位 土平 章嫁 
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１９ 千種中高連携生徒会執行部ミーティング 

 

生徒会担当 松井 利澄 

 

１ 日 時：平成２５年３月６日（水）１６：００～１７：００ 

２ 場 所：千種中学校 会議室 

３ 司 会：高校副会長 記 録：高校書記 

 

(1) 高校生徒会長挨拶  

 

(2) 自己紹介 

 

(3) 意見交換 

   『今年度の取り組みと来年度への課題』 

 

  高校 

   文化祭・球技大会（男女ともバスケ） 

   妙見夏祭り準備 

   家島交流（夏は家島へ、冬は千種で） 

   宍粟観光体験リポーター（夏休み）…山崎・伊和の生徒会と合同で活動 

   消費者教育セミナー…神戸で発表 

   百人一首大会（２・３年） 

   生徒会新聞の発行（今年は４回に留まった） 

  ※やることが多く、新たに何かをしようというのは厳しいが、毎年行っている行   

事の中で少し変化をつけたり、生徒主体の部分を増やしたりしたい。 

 

    中学 

     カルタ大会や３年生を送る会を企画し、成功した。 

   高校への要望：生徒会新聞を中学校にも配布してほしい。 

 

    中高合同 

   美化活動・・・・・町がきれいになって良かった 

   文化祭・・・・・・高校生の劇が見られて良かった 

   体育大会・・・・・良かった 

   企業見学・・・・・貴重な経験ができて良かった 

   木工体験・・・・・もっと大人数でしたかった 

   部活動・・・・・・クラブ単位でもっと合同練習を 

   ※昨年度に続き「中高の生徒同士の関わりが少なかった」という意見が出た。 

 

 ◎ 一昨年は３学期にカルタ大会を合同で行ったが昨年は計画倒れになってしまった。 

 ◎ 来年は何か中高全員もしくは生徒会合同で出来るものはないか。 

  ・中高生徒会で消費者教育の劇 

  ・文化祭で中学生が合唱 

  ・球技大会（中高混合チームで）：カローリング・ペタンク・グランドゴルフなど 

  ・スノボ・スキー実習 

  ・合同体育授業 

  ・千種探訪（大馬鹿門・キャンプ場・グルメ） 

  ・ブランド商品の開発（鹿肉・米・豆腐・玉子・ラドン水など） 
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２０ 第３８回生進路状況報告 

                           進路指導部長 藤本 聡子 

 

 

１．本年度の取り組み

（１）大　　学 （３）専門学校 （○は合格のみ）

学　校　名 学　部／学　科 合格件数 学　校　名 学　科 合格件数

日本福祉 社会福祉／社会福祉 1 旭川荘厚生 看護 1

藍野 医療保健／看護 1 玉野総合医療 介護福祉 ○1

大阪電気通信 工／電気電子工・工／情報工
1

○1
順正高等看護福祉 看護 ○1

岡山理科 工／情報工 1 大原簿記（神戸校） 公務員事務系／公安系 2

金沢学院 スポーツ健康／スポーツ健康 1 関西総合リハビリテーション 理学療法 1

関西国際 人間科学／人間心理 1 神戸医療福祉（三田校） 救急救命士／理学療法 2

近畿 工／情報 1 神戸ベルェベル美容 美容 1

四天王寺 教育／教育 1 日本栄養 栄養士 3

宝塚医療 保健医療／柔道整復 1 日本工科 自動車工 1

9 姫路福祉保育 介護福祉 1

（２）短　　大 兵庫県立農業大学校 農業園芸 1

学　校　名 学　科 合格件数 13

島根県立大学短期 保育 1

新見公立 幼児教育 1

2

（４）就　　職

勤務地 合格件数

一般曹候補生 兵庫県 1

自衛官候補生 兵庫県
2
○1

宍粟市千種町 1

佐用郡佐用町 1

神戸市 1

機械器具設置作業員 姫路市 1

左官工見習 姫路市 1

宍粟市山崎町 1

宍粟市山崎町 1

1

（就職者数） 11

３．就職および進学動向について（兵庫県進路指導研究会より）

黒田左官工芸株式会社

特別養護老人ホーム　やまさき白寿園

（３）大学進学の学部別志望動向は理高文低の傾向であるが、教育や看護系統などの資格取得系学部の人気は安定
している。

（２）厳選化が進んでおり、企業が求める人材でないと不合格とし、募集・選考を重ねる企業や、募集人数を充足
せずに募集を終了する企業も見られる。また、ＳＰＩやＤＰＩなどの適性検査をおこなう事業所が増加しており、
学科試験の結果で不採用のケースが増加したりするなど、学力を重視する企業も見られる。

（１）求人企業が増えたことから就職内定者は昨年度より多いが、卒業予定者が増えたことや景気の動向から就職
希望者が増えたため、内定率は昨年度を下回る。
また、大企業で求人のしぼりこみがあり、採用選考基準が高く、競争率が高くなっている。なお、依然として女子
生徒の希望が多い事務職、販売職、検査職の求人が減少している。

未定

ハチ食品株式会社（アルバイト）

介護職

製造

（専門学校進学者数）

株式会社　ニチフレ千草

株式会社　横山基礎工事

株式会社　みはら美容室

職　種

組立工
土木施工、建設機械の操作修理点検等

ヘアーメイク・アシスタント

自衛隊

有限会社　松井工業

　３５名の卒業生の内、大学進学者は９名（２
６％）、短大進学者は２名（６％）、専門学校進
学者は１３名（３７％）、就職者は１１名（３
１％）でした。例年に比べると、大学への進学者
数が増加しました。推薦入試や一般入試に向け、
教科の補習や小論文、面接にしっかり取り組み、
それぞれの結果を残すことができました。就職に
ついては、夏休みの早い時期から面接練習に取り
組むなど、就職に対する意識も高く、多種多様な
職種に就職が決定しました。

企　業　名

自衛隊

（大学進学者数）

（短大進学者数）

２．進路状況

6

1

9

2 2 2

9

11

13

7
6

11

0

4

8

12

16

H22（36回生） H23（37回生） H24（38回生）

進路区分別状況（H22～H24）

大学

短大

専門

就職
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２１ 平成２４年度実施模擬試験・進路検討会の記録                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

                          進路指導部長 藤本 聡子 

１学年

実施日 名称（実施団体） 受験生徒数

① 　７月　 ７日（土） 　総合学力テスト・７月(ベネッセ） １０人

② １１月　　３日（土） 　総合学力テスト・１１月(ベネッセ） １０人

③ 　１月　２０日（日） 　総合学力テスト・１月(ベネッセ） １０人

２学年

実施日 名称（実施団体） 受験生徒数

④ 　７月　　９日（月） 　総合学力テスト・７月(ベネッセ） １０人

⑤ １１月　　３日（土） 　総合学力テスト・１１月(ベネッセ） １１人

⑥ 　１月　２６日（土） 　総合学力記述模試・１月(ベネッセ） １０人

⑦ 　２月　１６日（土） 　センター試験早期対策模試・２月(ベネッセ） １０人

３学年

実施日 名称（実施団体） 受験生徒数

⑧ 　５月　　６日（日） 　総合学力記述模試・５月(ベネッセ） ８人

⑨ 　５月　　６日（日） 　公務員模試（大原） ５人

⑩ 　６月　　９日（土） 　総合学力マーク模試・６月(ベネッセ） ８人

⑪ 　６月　　９日（土） 　就職模試（実務教育） ６人

⑫ 　６月　２２日（金） 　公務員模試（大原） ５人

⑬ 　７月　　７日（土） 　総合学力記述模試・７月(ベネッセ） ８人

⑭ 　７月　　７日（土） 　就職模試（実務教育） ６人

⑮ 　７月　２３日（月） 　公務員模試（大原） ５人

⑯ 　８月　２９日（水） 　小論文模試（ベネッセ） ７人

⑰ 　９月　２２日（土） 　第１回ベネッセ・駿台マーク模試(ベネッセ） ７人

⑱ １０月　２０日（土） 　第２回ベネッセ・駿台記述模試(ベネッセ） ６人

⑲ １１月　　３日（土） 　第３回ベネッセ・駿台マーク模試(ベネッセ） ６人

進路検討会（センター試験後）について

１．日　時　　平成２５年１月２５日（金）　１５：４０～１６：４０

２．場　所　　応接室

３．参加者　　教頭、進路部長、３学年団、５教科補習担当者（国・数・社・理・英）

４．内　容　　①センター試験自己採点集計結果と志望校について⇒（進路より）

　　　　　　　②FINE　SYSTEM（Compass）の利用方法について⇒（進路より）

　　　　　　　③参考資料（34回生・36回生・37回生）について⇒（進路より）

　　　　　　　④意見交換⇒（学年より）

５．準備物　　パソコン（数台）・プロジェクタ・ＣＤ等
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２２ 平成２４年度実施の健康教育 

                            養護教諭 沼田 真穂 

 

 

１ 救命救急講習会 

 

・日 時：平成２４年７月１０日（火）８：３５～１１：２５ 

・対 象：全校生徒 

・講 師：宍粟市消防本部千種出張所 消防署員 

・内 容：各学年１時間ずつ、ＡＥＤの使用を含めた心肺蘇生法の実技講習を行った。 

また、熱中症についての講義も受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生の感想 

中学のときもしたけど、少し内容が変わっていて、自分のこの手で１つの大切な命が

助かるってことが、本当にすごいと深々と思いました。他にもいろんな話を聞かしてい

ただいて、ＡＥＤを使う上で知らなかったことがいくつかあったので、勉強になってよ

かったです。そして、これから先、そういう場に立ち会って、知らない人だとしてもた

めらわず、しっかり助けたいと思います。たったの１秒がこんなにも大事なんだってこ

とが勉強になりました。 

 

２年生の感想 

救命救急講習会は、今まで何回かは受けてきたけど、やっぱり忘れてしまっているし、

自分がやる番になると頭が混乱してしまうので、冷静を保ちたいと思いました。途中の

方法が変わっているところもあったけど、どんどんやりやすくなっているので、命が助

かる人が増えるのではないかと思いました。本当に自分がそんな場面に出くわした時、

なかなか行動に移すことができないかもしれないという不安もあるけど、今日教えても

らったことを生かして、１つでも多くの命が助かるように協力していきたいです。 

 

３年生の感想 

  今までのやり方と違っていて、少し戸惑ったところもありました。今年初めてＡＥＤ

を触って、全部自分でやったので、ちょっとだけ緊張したけど、１回やっておくともし

ものときでも使える自信がわいてきました。時間がなかったけど、しっかり講習を受け

られました。いざというときは、自分が率先して人命救助をしたいと思いました。夏の

熱中症にも気をつけ、自分の命は自分で守り、困っている人には手助けしたいです。 
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２ 職員研修会 

（１）心肺蘇生法講習会 

 

・日 時：平成２４年７月３日（火）１３：３０～１４：３０ 

・講 師：本校学校医 藤多 和彦 先生 

・内 容：ＡＥＤを用いた心肺蘇生法の講義、実技講習を受けた。 

職員全員がダミーを使って心肺蘇生法の流れを理解、確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中高合同教育相談研修「カウンセリングマインド 不登校を考える」 

 

・日 時：平成２４年１２月２１日（金）１３：３０～１４：３０ 

・講 師：中高キャンパスカウンセラー 田邊 裕樹 先生 

  ・内 容：中高合同で教育相談の研修会を開き、不登校の特徴や対応について助言を

受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別支援教育研修「発達障害の理解と支援の在り方」 

 

・日 時：平成２５年１月３０日（水）１５：４０～１６：４０ 

・講 師：県立西はりま特別支援学校 長谷川 尚生 先生 

  ・内 容：発達障害をもつ生徒の特徴について、わかりやすく説明していただき、支

援の方法について具体的な助言をいただいた。 
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1年生 2年生 3年生

本校 166.8 165.4 171.2

県平均 168.6 169.9 170.7

全国平均 168.4 169.8 170.7

163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173

（ｃｍ）

1年生 2年生 3年生

本校 154.8 156.5 157.2

県平均 157.5 158.1 157.7

全国平均 157.2 157.6 158.0

153

154

155

156

157

158

159

（ｃｍ）

1年生 2年生 3年生

本校 62.7 58.0 64.0

県平均 58.9 60.1 62.8

全国平均 59.2 61.1 62.9

56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

（ｋｇ）

1年生 2年生 3年生

本校 50.7 52.2 54.9

県平均 51.0 52.1 52.3

全国平均 51.6 52.5 52.9

50

51

52

53

54

55

56

57

58

（ｋｇ）

1年生 2年生 3年生

本校 89.3 89.3 93.0

県平均 90.3 91.1 92.0

全国平均 90.3 91.3 91.9

88

89

90

91

92

93

94

95

（ｃｍ）

1年生 2年生 3年生

本校 85.4 85.0 86.1

県平均 85.3 85.8 85.5

全国平均 85.4 85.7 85.8

84

85

86

87

88

（ｃｍ）

２３ 平成２４年度身体測定の記録 

                               保 健 部 

 

実施期日：平成 24 年 4 月 10 日（火） 

１ 身長 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 体重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 座高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男子】 

【男子】 

【男子】 

【女子】 

【女子】 

【女子】 
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２４ 平成２４年度教育相談活動（キャンパスカウンセリングの記録） 

                               保 健 部 

１ 構成委員 

キャンパスカウンセラー  田邊 裕樹 先生〔臨床心理士〕 

 

２ 相談者の選別 

・ 全校生徒に「キャンパスカウンセリングのお知らせ」を配布し、本人または、保護

者より希望があった者 

・ 日々の教育相談活動の中で必要と思われる者 

・ 担任より要請のあった者 

 

３ 平成２４年度実施状況 

第１回 ４月１７日（火） 生徒 １名   保護者 １名 

第２回 ５月２９日（火） 生徒 １名   

第３回 ６月１２日（火） 生徒 ２名       

第４回 ７月１７日（火） 生徒 ２名 

第５回 ９月１１日（火） 生徒 ２名 

第６回 １０月２３日（火） 生徒 ２名   

第７回 １１月１３日（火） 生徒 ２名 

第８回 １１月２７日（火） 生徒 １名 

第９回 １２月 ４日（火） 生徒 ２名   

第１０回 １２月１１日（火） 生徒 １名   

第１１回 １月２２日（火） 生徒 ２名   

第１２回 １月２９日（火） 生徒 ２名 

第１３回 ２月 ５日（火） 生徒 ３名 

第１４回 ２月２６日（火） 生徒 ３名 

第１５回 ３月 ５日（火） 生徒 １名 

第１６回 ３月１２日（火） 生徒 ２名 

 １２月２１日（金） 〈中高合同職員研修会〉 

計 生徒２９名  保護者１名  教員０名 

 

 

４ 相談内容について 

友人関係、進路・学習、性格、異性･性、その他 

 

５ 教育相談の重要性について 

  平成 24 年度は、全国的にも、また全県的にもいじめや体罰、そして、それらに伴う

自殺の問題が大きくクローズアップされ、各学校に於ける日常的な生徒の観察や教育相

談活動の重要性が叫ばれた年であった。その為、年度途中の施策として全学校に於いて

キャンパスカウンセリングの回数を増やすという通達が出され、本校でもキャンパスカ

ウンセラー田邊先生の快諾を得て急遽対応し、教育相談の機会拡充を行った。 

  来年度に於いても、兵庫県の施策に基づいて「キャンパスカウンセリング」のさらな

る充実を図り、カウンセリングで得られた情報については生徒を取り巻く状況に留意し

ながら、より機能的に対応できるように教育相談委員会の活動を活発なものにしていき

たい。さらに、特に１年生について４月から５月にかけて全員にキャンパスカウンセリ

ングを体験させるとともに、全学年に於いて家庭訪問を実施し、そこから得られた生徒

情報等を集約しつつ、この制度を積極的に活用できるような環境整備を図っていきたい

と考えている。 
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１　推進委員会の活動内容等
　(1) 活動内容

(2) 教職員研修会
月

２　各領域等における取組
(1) 特別活動

ア　ホームルーム活動
学年 月 時数

イ　生徒会活動

ウ　学校行事

(2) 総合的な学習の時間

(3) その他（課外活動の状況等）

３　教育上特に配慮を要する生徒に対する取組

４　本年度の成果と課題

資料名等

HUMAN RIGHTS　1～6

HUMAN RIGHTS　7～12

HUMAN RIGHTS　13～18

内容

挨拶運動・家島高校との学校間交流（夏・冬）・消費者教育セミナー研究発表（２月）
千種中学校生徒会執行部との交流（３月）など

命の大切さ、命のつながりに向き合おう
「孤立」から「つながり」、そして「支え合い」へ
人権文化の創造に向けて

多文化共生社会への虹の架け橋
インターネットの向こう側
多様な働き方と生き方が選択できる社会に向けて

実施月 回数

随時 12

①人権教育推進計画の立案　　②職員研修会の企画
③研究会等への職員の派遣　　④宍粟市人権作文の選定
⑤町内学校園との連携

8

内容

公正な採用選考に向けて
震災の教訓を次世代の子どもたちへ

7･12･3２年

講師名（所属等）

①LHRの展開についての研修会
②人権に関わる、著名な方の講演会
③消費者教育に関わる学習・講演

①人権LHRの計画・立案・実施について
②講演の計画・立案・実施について
③消費者教育の推進

内容

随時

３年

7･12･3１年

実施月

実施月

7･12

3

3

2

内容

資料名等内容

随時

内容

篠原嘉一氏
（情報セキュリティーサポーター）
鹿多証道氏
（加古川妙正寺住職）

ふれあい育児体験・インプロ学習・就業体験（２月）など

実施月

随時

中高連携環境美化活動（６月）・文化祭（６月）
体育大会（９月）・消費者教育講演会（１０月）
人権教育講演会（心のサポート）（１１月）
保幼小中高合同ふれあい文化祭（１１月）
中高連携マラソン大会（２月）

教員研修会を実施して生徒支援の具体的な方法を学ぶとともに、特別支援担当教員を配置して各授業における支
援を継続的に行っている。

様々な体験活動を通じて，他者への関心や共感能力を高めることができた。また何か物事をやり遂げるにあた
り、自ら考え、自ら行動することによって主体性を身につけると同時に達成感も味わうことができた。今後は、
日常生活の中でも人権に関わる問題に気付き、考えられる環境作りを授業を通して作っていきたい。

ボランティア部の町内独居老人への配食サービス・地域ボランティアへの参加
（①町内にある老人ホームでの太鼓演奏や音楽選択者による楽器演奏、ダンス披露など　②町内にある寺主催の
野外活動への参加・地域行事への積極的参加）

２５ 平成２４年度人権教育の記録 

人権教育担当 照本 和生 
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２６ 第１学年「皆生・大山野外活動」 

第 １ 学 年 

 

１ 目 的： 大自然の中で集団行動を通じて、達成感、成就感を味あわせる。 

２ 日 時： 平成２４年７月１７日（水）～１８日（木） 

３ 行 先： 皆生温泉海水浴場／国立公園大山 

４ 詳 細： 

  １８日（水）   

       8:15      学校出発 

      12:30    皆生ライフセービングクラブの指導による水泳実習他 

      15:00      皆生海岸出発 

      17:30      宿舎「山香荘」着     

                夕食・入浴・学習 

      22:00      就寝 

１９日（木） 

       6:15      起床 

       8:00      大山寺より大山登山開始 

      11:30      山頂到着  昼食  

      14:30      大山寺着 バス乗車  

      17:45      学校着 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 １日目は、「皆生ライフセービングクラブ」の方々のご指導のもと、海での泳ぎ方や人

命救助の方法などを学びました。希望者は遠泳にも挑戦しました。波が高く、テトラポッ

トの内側を泳ぎました。７００メートルは泳いだでしょうか。 

 そして２日目は、大山登山をしました。お互いに励まし合い、３名が体調の悪化により

途中で引き返しましたが、ほとんどの生徒が見事登頂しました。今回は頂上付近の工事の

ため、３キロほど遠回りをしなければならない上、ガスがかかったり強風が吹き荒れたり

と過酷なものでした。困難を乗り越えて高校生としてひとまわり大きく成長することがで

きた二日間でした。  
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２７ 第１学年「就業体験」（アクティブデイズの記録） 

第１学年副担任 照本 和生 

 

就業体験を通じて地元の産業を身近に感じさせるとともに、働くことの厳しさを知り、

社会人としてのマナーを身につけさせることと、スキー技能の習得及び更なる向上を通じ

て、新たなる事を学ぶ楽しさと目標に向かって努力する姿勢を養うため、昨年に引き続き、

１学年を対象としたアクティブデイズ（スキー実習＆就業体験）を実施しました。  

 

日程は２月６日（水）と７日（木）の９：３０～１５：００までの２日間で、ちくさ高

原スキー場において行われました。リフト乗り場、レンタルショップ（個人・団体）、

レストラン食堂、宿泊施設で仕事をさせていただきました。慣れない仕事で 笑

顔がぎこちなかった生徒も仕事に慣れ始めると徐々に自然な表情に変わり、すぐに要領を

得てきびきびと動けるようになりました。元気よくお客様に挨拶や応対をしていた光景は

見ていても気持ちよかったです。特にレンタルショップ担当の生徒たちは、就業体験の時

間が過ぎても、団体客への対応を自ら進んでしていたのが印象的でした。  

 

就業体験を終え、生徒たちの疲れと同時に浮かぶ明るい表情に、充実感・達成感が溢れ

ていました。終了後、職員の方々からは、「一生懸命に取り組んでいた。本当に助かりま

した」とお褒めの言葉もいただきました。この２日間を通して、生徒全員が実りある時間

を過ごすことができたことと思います。  
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２８ 第３９回生修学旅行 

                              第 ２ 学 年 

１ 日  時： 平成２４年１０月２日（火）～１０月５日（金） ３泊４日  

 

２ 参加生徒： 第２学年 男子１５名、女子１４名  計２９名 

 

３ 引率職員： 浅田校長（団長）、藤本（学年主任）、角野（学級担任）、沼田（養護）  

 

４ 行  程 

１日目≪１０月２日（火）≫ 

学校・各地 

 

伊丹空港 

ANA105
便 那覇空港 

 
ひめゆり平和祈念資料館

（千羽鶴奉納） 

 

 

    
7:10(集合)  7:30   9:30／11:00 13:05／13:35   14:15     15:00 

    

 
 シムクガマ 

（追壕体験） 

16:00／17:30     

金武町（ネイチャーみらい館） 
バーベキュー 
18:10 

        

 

２日目≪１０月３日（水）≫ 

ホテル  ･･･体験学習･･･ 昼食  
 

ホテル  
 大宜味村･･･入村式･･･各家庭

へ    
（本場のエイサー鑑賞とエイサー体験）    13:00    14:15    （民泊体験） 

 

３日目≪１０月４日（木）≫ 

各家庭･･･退村式  
 

美ら海水族館  
 

名護（昼食） ホテル  
マリンスポーツ体験  

（ホテル前ムルクビーチ）    
9:00  10:00／11:45   12:15／13:15 14:00 （バナナボート＆シュノーケリング） 

 

４日目≪１０月５日（金）≫ 

ホテル  
 

首里城  
 国 際 通 り 班 別 研

修  

 
那覇空港  

ANA106便 
伊丹空港  

 各地・  

学校       
8:10  9:00／9:45  10:00／12:30    12:40／14:05  16:00／16:30   18:30 

 

５．内  容： 

  １日目 

午後に那覇空港に到着し、まずバスでひめゆりの塔と平和祈念資料館に行きました。 

ひめゆりの塔ではクラスで作った千羽鶴を奉納しました。 
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その後、「シムクガマ」に移動し、懐中電灯を持って、実際に中に入りました。ガイ

ドさんから戦争中の話を聞き、沖縄の現状を知ることができました。全員が集中して

聞き、強く印象が残りました。そして、「ネイチャーみらい館」に到着し、全員でバー

ベキューをして今日の活動を締めくくりました。  

 

２日目 

午前中はネイチャーみらい館でエイサー体験をしました。衣装を着て地元の人から

教えていただき、何回も練習しました。見事に習得して、最後には男女で御披露目会

をしました。とても楽しんで取り組むことができ、エイサーを教えてくださった方々

とも交流を深めました。 

                             

エイサー体験       藍染体験       農業体験（らっきょう植え）  

 

午後からは民泊体験のため、大宜味村に移動しました。７班に別れて明日の朝まで

各家庭でお世話になります。最初にお土産の素麺を渡し、それぞれの班でいろいろと

工夫を凝らした体験をさせていただきました。藍染体験、農業体験（らっきょう植え）、

農業体験（シークヮーサーの収穫）、料理（サーターアンダギー）、料理（島バナナケ

ーキ）、林業（台風修復作業）、料理（シークヮーサージュース）の体験をしました。  

                                                       

３日目 

午前中は美ら海水族館に行きました。大きな水槽の中にいるジンベイザメやイルカ

シ ョ ー を 見 て 楽 し み ま し た 。 午 後 か ら は 浜 比 嘉 島 に 移 動 し 、 沖 縄                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

の綺麗な海でシュノーケリングやバナナボートを満喫しました。  

 

４日目 

午前中は首里城に行きました。その後バスで移動し、国際通り班別研修を行いまし

た。約 1．6km の通りの中に店がたくさんあり、それぞれが思い思いに気になった店

でお土産を買いました。昼食も班別にとり、那覇空港に移動して 14 時 05 分の飛行機

に乗り、18 時 50 分に無事に帰校しました。 
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２９ 中高連携社会科企業見学（第２学年）         

社会科担当 藤原 正憲 

１ 目 的： 魅力あるひょうごの高校づくり推進事業「インスパイア・ハイスクール」

の一環として、中学生と高校生が合同で企業見学をすることによって、将来

の社会的・職業的自立に向けて必要な知見や態度を身につけさせる。  

２ 日 時： 平成２４年１２月１４日（金） ８：１０～１６：００  

３ 場 所： 三菱重工業株式会社高砂製作所、サントリープロダクツ株式会社高砂工場  

４ 参加生徒：千種中学校第２学年２２名、千種高等学校第２学年２９名  計５１名 

５ 日 程： 

 

  ８：１０  中高生集合完了（高校生徒玄関前） 

  ８：１５  開校式 

  ８：３０  千種高校出発  

 １０：００  三菱重工業高砂製作所着・会社概要説明  

 １１：００  A 班 三菱重工製作所見学（中 11 高 15） 

        B 班 サントリー工場見学（中  11 高 14） 

 １２：００  昼食 

 １３：００  A 班 サントリー工場見学  

        B 班 三菱重工製作所見学  

 １４：３０  三菱重工業高砂製作所発  

        ＜山崎の生徒は途中下車＞  

 １５：５０  千種高校着 

 １５：５５  閉校式・解散              

 

 

６ 引率教員： 中学校４名 （喜多校長、谷尻、山本、金本）  

        高 校４名 （原田教頭、藤本、角野、藤原）  

今年度も中高連携の社会科見学授業を実施し、三菱重工業様とサントリープロダクツ様

に大変お世話になり、生徒たちも実地の企業見学が出来て多くを学ばせていただきました。 

 三菱の工場へは、ヘルメットと説明を聞くための機器を装着して向かいました。工場内

では機械の大きさが予想以上であったと驚きの声が上がりました。そしてその機械を使い

こなす技術の高さなどは、さすが最先端を行く企業！また、工場内で誰かとすれ違った時

には「ご安全に」と挨拶するなどの、普段とは違う習慣に興味を持った生徒もいました。  

 サントリーの工場では、普段からよく知っている商品も登場し、製造工程や行っている

環境活動について説明してもらいました。生徒たちは自分たちが普段飲んでいる製品がど

のように作られているか、興味津々。環境活動について聞いた話も相当印象深いようでし

た。ペットボトル１０本で服が１着できるとは！  

 参加した生徒たちは、「勉強したことを生かしていきたい。」、「実際に目で見て学べて、

いい体験ができた。」、「進路を考えるのに役立てられればいいと思った。」など、中学生は

中学生の目で、高校生は高校生目で思い思いの感想を述べてくれました。教室の授業とは

また違う体験であり、貴重な時間となったことは間違いありません。４月から新３年生と

なる彼らが、今回の行事を自分の今後に役立ててもらうことを期待しています。  
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３０ 第３８回生３年間の取組について 

                   第 3 学年主任 福永順二郎  

 

本校は、全国的に見ても一学年一クラスの小さな学校であるが、地域にはなくてはなら

ない学校である。この学年は連携型中高一貫教育の一期生であり、中学校や地域の期待も

高く、誰もが注目をして見ておられた。生徒は非常に明るく素直で良い子が多い。故に、

県下に誇れる学校の中心的学年とするべく、３年間をかけて厳しく育てた。  

 

１ 勉 強： チャレンジの生徒の学力アップ・アクティブの生徒の基礎学力アップ。 

       ベーシックについては資格取得に主眼を置く。家庭学習の確立が肝要。 

２ 生徒指導：躾教育・基本的生活習慣の確立を目標に問題行動いじめゼロを継続。  

３ 行  事： 各行事を通じて達成感や成就感を味合わせるように全力で取り組ませた。 

 

具体的な取組 

１ 勉 強  

(1) 学習習慣の確立 （１学期 欠点 ゼロ） 

(2) 週３回の小テストを朝のホームルームで（国・英・数）・週一回の読書。  

基礎・基本の徹底を図った。  

 (3) チャレンジ生には週末課題や長期休みの課題の強化を図った。  

 (4) チャレンジの授業時間数の確保。  

 (5) 課題や提出物などを期限までに確実に提出させた。  

 (6) 勉強合宿（夏休みに学校外で他校の優秀な教師による補習を実施、勉強面で非常

に貴重な刺激を受けた。） 

 (7) アクティブの生徒は授業を通してマナー教育や基礎・基本の徹底を図った。  

 

２ 生徒指導 

 (1) 個々の生徒の理解を深めるべく、生徒の心の中に入り、心に響く指導を徹底した。   

(2) 躾教育を徹底して行った。（例：明るく大きな声で挨拶）  

 (3) 欠席・遅刻・早退ゼロを目標に健康管理に努めた。（１学期皆勤８割・学年皆勤賞） 

 (4) イエローカードの発行ゼロを実現し、服装指導の徹底を図った。  

 (5) 掃除を徹底してさせた。（人の嫌がることを一生懸命やれる人間に育てること）    

 

 ３ 行 事  

  (1) 修学旅行 （異文化に触れたり、体験を多く取り入れて達成感を十分に味合わせ、  

感動を覚える修学旅行にした。）  

(2) 文化祭   一人一役、全員が舞台へ上がり文化祭を盛り上げた。  

(3) 体育大会  集団演技では見ている人に感動を与える演技をした。  

(4) 水泳実習と登山   大山登山や水泳でしんどい辛い経験をやり通し達成感を養った。 

(5) マラソン大会 しんどいことを一生懸命取り組む姿勢を養った。  

学年スローガン：「最高の学年になるよう夢を持って取り組む。」 
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３１ 平成２３・２４年度消費者教育推進のあゆみ 

総 務 部 

 

 平成 23 年 6 月 7（火）、兵庫県下の６高等学校が兵庫県民会館に集いて「ひょうご消費

者教育応援協定」を締結し、若者の「消費者力向上」を目指す運動の先頭に立つこととな

った。千種高等学校は西播磨を代表してその動きにいち早く参画し、中高連携を軸としな

がら消費者教育への取組を展開したのである。  

 

１ 平成２３年度の取組 

 (1) 中高連携消費者教育学習会・講演会Ⅰ  

日 時： 平成 23 年 7 月 15 日（金）９：２０～１２：１５（２限～４限）  

   場 所： 千種高等学校・千種中学校  

   内 容： テーマ 「冷静に行動できる消費者力を！！」  

  １ 中学生グループワーク「契約ってな～に？  

２ 高校生グループワーク「契約トラブルに気をつけよう」  

    ３ 全体講演「インターネットとケータイの落とし穴」  

講 師 NPO 法人 C キッズ・ネットワーク 代表 大森節子氏  

 (2) 中高連携消費者教育講演会Ⅱ  

   日 時： 平成 23 年 11 月 24 日（木）１３：３０～１５：００ 

   場 所： センターちくさ  ４階 大ホール 

 内 容： テーマ 「ふるさとを活性化する賢い消費生活のすすめ」     

        講 師  兵庫県立大学大学院 経営研究科 佐竹隆幸教授  

 (3) 次世代につなぐ消費者教育フォーラム  

   日 時： 平成 23 年 11 月 25 日（金） 場 所 県立淡路高等学校  

   内 容： テーマ 「学校・地域協働の取組事例報告と若者消費力アップの提言」  

        生徒会役員生徒 3 名が参加し、本校の取組について発表を行った。  

 (4) 啓発グッズ作成 横断幕１枚  クリアホルダー ３０００部 

 

２ 平成２４年度の取組 

 (1) 消費者教育講演会（千種高校生対象）  

   日 時： 平成 24 年 10 月 19 日（金）１０：４５～１１：３５ 

   場 所： 千種高等学校 体育館  

   内 容： 「ポータブルゲーム機やインターネットに潜む危険」  

        講 師  兵庫県情報セキュリティサポーター 篠原嘉一氏  

 (2) 「かしこい消費者」活動応援事業（バス見学ツアー：西播磨消費生活センター主催）  

   日 時： 平成 24 年 12 月 26 日（木）７：００～１６：４５  

   場 所： 姫路中央卸売市場、アサヒ飲料株式会社明石工場  

   内 容： 千種・山崎・龍野北高校生 33 名と西播磨消費者団体会員 14 名が参加し、

流通の現場や飲料品製造工程等を見学した。本校生徒会役員 10 名が参加。 

 (3) ひょうご消費者教育応援協定締結校ネットワーク会議  

   日 時： 平成 25 年 2 月 8 日（金） １３：００～１５：００ 

   場 所： 兵庫県民会館 303 号室 

   内 容： 各締結校の取組事例発表及びパネルディスカッション  

        テーマ 「消費者教育を次世代につなぐために」  

         本校から生徒会役員 3 名が参加し、パネリストの一人として生徒会

長・淸水彩奈さんが本校の取組について発表。消費者団体の方々から大

きな拍手と喝さいを得た。  

 

 ※来年度においても、同様の活動を展開し消費者教育推進の先頭に立つ予定である。  
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【平成 24 年度消費者教育パネル】 
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Ⅳ 各教科の取組  １ 漢字能力検定実施の記録     

国 語 科 

 実  施  日 級別受検者 内訳 

 

 

 

第 １ 回 

 

 

 

平 成 ２ ４ 年 ７ 月 １ ３ 日 （ 金 ）  

二 級 

３年生 ２名 

 

 

計 16 名 

 

 

 

２年生 ０名 

１年生 ０名 

準二級 

３年生 ２名 

２年生 ０名 

１年生 ０名 

三 級 

３年生 ０名 

２年生 １名 

１年生 ０名 

中学生 ４名 

四 級 中学生 ２名 

五 級 中学生 ５名 

第 ２ 回 平成２４年１１月２１日（金）  

二 級 

３年生 ３名 

 

計 16 名 

 

 

２年生 ２名 

１年生 ０名 

準二級 

３年生 ０名 

２年生 ４名 

１年生 １名 

三 級 

３年生 ０名 

２年生 ３名 

１年生 ３名 

第 ３ 回 平 成 ２ ５ 年 ２ 月 ９ 日 （ 土 ）  

二 級 

３年生 １名 

 

 

計 15 名 

 

 

２年生 ０名 

１年生 ０名 

準二級 

３年生 ０名 

２年生 １名 

１年生 １名 

中学生 １名 

三 級 

３年生 ０名 

２年生 ０名 

１年生 １名 

中学生 ４名 

五 級 
中学生 ４名 

小学生 １名 

六 級 一 般 １名 

平 成 ２ ４ 年 度 合 格 者 総 数  

二級 ２名 

計 15 名 

準二級 １名 

三級 ６名 

四級 ２名 

五級 ３名 

六級 １名 

※来年度も小中高一貫して取り組み、千種全体で学力アップ増進をさらに図りたい。  
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２ 数学検定での取組 

数学科教諭 照本 和生 

 

１ 数学検定について 

数学検定「数検」とは、数学の実用的な技能（計算・作図・表現・測量・整理・統計・

証明）を測る検定です。三大検定のひとつでもあり、数検財団が実施している全国レベ

ルの実力評価システムです。いまや数学・算数に関する検定のスタンダードとして進

学・就職に必須の検定となっています。日本国内はもちろん、韓国やインドネシアなど

でも実施され、海外でも高い評価を得ています。  

 

２ 本校での取組 

今年度も中高連携の一環として千種中学校と合同で団体受験を２回実施することが

できました。補習は検定の約１ヶ月前から行いました。普段の補習や部活等もあり、な

かなか時間がとれませんでしたが、部活終了後や土曜日に行い、極力空き時間を有効に

利用し集中的に学習することができました。そして２級１次合格、準２級合格という成

績を収めてくれました。数学離れが進んでいる現代社会において、一人でも多く数学検

定に取り組み、数学を身近な存在として感じてもらえたらと思っています。まだまだ人

数不足という課題はありますが、数検の取得が生徒の自信につながってくれればと、ま

た進学・就職に少しでも有利となればと思い、これからも実施していきたいと思います。 

 

３ 今年度の実施状況 

第２２３回（第１回目） ７月２２日（日）８名受験（準２級、３級）  

第２２９回（第２回目）１１月１７日（土）７名受験（２級、準２級、３級）  

 

４ 数学検定問題の実際 

 数学検定の問題は、１次の「計算技能検定」と２次の「数理技能検定」から成り立っ

ています。解答時間は、準２級と２級の場合１次が６０分、２次が９０分です。上記の

ように、千種中学校の生徒も受験していますが、中学生の場合５級から受けており、こ

の場合は１次２次共に６０分となっています。実際の問題の様子は以下の通りです。準

２級と２級の数理技能検定から抜粋しています。  

       【２級】               【準２級】 

 

５ 数学検定突破のポイント 

 日常の授業を大切にし、復習に重点を置いてください。そして、苦手分野の克服をしっ

かり行うことが肝要です。また、過去の問題を分析し、類似問題を数多くこなすよう心が

けてください。いつも「なぜそうなるのか？」という疑問を投げかけながら、数学に触れ

てみてもらいたいと思います。そうすれば、数学がいつの間にか好きになり、数学検定も

制覇することが出来るでしょう！  
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３ 英語検定及び英検対策講座実施の記録 

                                                                   英 語 科 

 

１ 実用英語技能検定 

 

中高連携の一環として、本校を準会場とした実用英語技能検定試験（英検）の団体受験

を 6 月、10 月、1 月の年３回実施しました。  

 

(1) 第 1 回実用英語技能検定試験（一次試験：6 月 8 日 二次試験：7 月 8 日実施） 

受験者 21 名（内訳＝小学校 6 名 中学校 9 名 高校 6 名） 

                2 級＝1 名 準 2 級＝5 名 3 級＝6 名 4 級＝5 名 5 級＝4 名 

合格者 5 名（内訳＝3 級…3 名 4 級…1 名 5 級 1 名） 

 

(2) 第 2 回実用英語技能検定試験（一次試験：10 月 12 日 二次試験：11 月 11 日実施） 

受験者 22 名（内訳＝小学校 7 名 中学校 12 名 高校 3 名） 

                2 級＝1 名 準 2 級＝5 名 3 級＝7 名 4 級＝5 名 5 級＝4 名 

合格者 11 名（内訳＝準 2 級…1 名 3 級…5 名 4 級…2 名 5 級 3 名） 

 

(3) 第 3 回実用英語技能検定試験（一次試験：1 月 25 日 二次試験：2 月 24 日 実施） 

受験者 18 名（内訳＝小学校 8 名 中学校 8 名 高校 2 名） 

                2 級＝1 名 準 2 級＝3 名 3 級＝3 名 4 級＝6 名 5 級＝5 名    

合格者 9 名（内訳＝準 2 級…1 名 3 級…2 名 4 級…3 名 5 級 3 名） 

 

今年度は千種高校生 2 名が 3 級に合格しました。また今年度での合格はなりませんでし

たが、2 級、準 2 級に何度もチャレンジ中の生徒もおり、放課後の英検対策講座を活用し

ながらそれぞれの目標に向かって奮闘しました。  

 

２ 英検対策講座 

 

 インスパイア・ハイスクール事業の一環として、地域の英語講師（磯崎由里香先生）に

よる『中高連携英検対策講座』を水曜日放課後（１６：１０～１７：１０）年間 10 回実

施。特にリスニングに重きを置いた内容で、様々なレベルの生徒が一堂に会し、英語に親

しみながら力をつけ５級～準２級まで次々と合格。大きな成果を挙げることができました。 
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Ⅴ 部活動の取組 －光る汗・輝く瞳・草魂千種の活動記録－  

１ 硬式野球部 

顧問 田中 孝英 

 

【顧 問】 部長：河島 健   監督：田中 孝英 

【部員数】 3 年 8 名 2 年 4 名(マネージャ 2 名) 1 年 7 名(マネージャ 1 名) 合計 19 名 

【戦 績】 平成 24 年度 春季県下大会西播支部予選 1 回戦 千種 0－7 山崎 

第 94 回全国高等学校野球選手権兵庫大会 1 回戦 千種 3－11 県伊丹 

平成 24 年度 秋季県下大会西播支部予選 1 回戦 千種 2－12 伊和 

同 敗者復活 1 回戦            千種 0－15 相生産業 

 

４月に監督が変わり、１年生５人が入部して計１５人でのスタートとなりました。３年

生にとっては最後となる「夏の公式戦での１勝」を目標に、少人数での練習にも工夫を凝

らして日々奮闘しましたが、残念ながらその目標を達成することはできませんでした。３

年生の悔しさを引き継ぎ「来年こそは」の思いでスタートした新チームは選手８人…。こ

のままでは試合が出来ないばかりか、日々の練習にも支障をきたす困難な状況でしたが、

他部から部員を借りて様々な協力のもと秋季大会に出場させていただくことが出来ました。

「野球が出来ることへの感謝」を改めて実感した１年となり、生徒たちは技術や体力だけ

でなく心も成長したように思います。環境的に厳しい状況は続きますが今後の更なる人間

的成長を期待したいです。ご声援よろしくお願い致します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スキー部 

                    顧問 角野 陽介     

３年生女子２名が所属し、全国大会を目指して頑張りました。今年は３年生であ

るため進路が決定するまで活動できませんでした。進路が決まってからちくさ高原

スキー場でそれぞれ個人で活動しました。特に正月は毎日スキー場まで行き、鍛錬

しました。今年は全国大会に行くことはできず残念でしたが、果敢に攻めて最後ま

で頑張りました。二人の活躍に大きな拍手を送ります。  

 

【公式戦試合結果】  

兵庫県高校総合体育大会スキー競技会（おじろスキー場） 

 1/9～1/11  

  ジャイアントスラローム  鳥羽４位、中田 5 位  

  スラローム 中田 4 位と鳥羽コースアウト  

  女子総合 3 位  

 

近畿高等学校スキー選手権大会（神鍋スキー場）   

1/15～1/17 

  ジャイアントスラローム  鳥羽 23 位、中田 24 位 

  スラローム 中田 13 位、鳥羽コースアウト  
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３ 男子バレーボール部  

顧問 松井 利澄・横瀬 憲一 

 ２３年度、９年ぶりに県大会（春高県予選）に出場した勢いのままに２４年度前期西播

大会では４年連続となるベスト８進出、リーグ戦では、創部以来初の２部リーグ昇格を果

たしました。夏合宿、県ビーチ、藤田幸光さんのバレーボールクリニック、丸山弁護士と

の寒中水泳、パナソニックパンサーズの応援席でのＶリーグ観戦、小学生福海寺キャンプ

での座禅等、様々な体験を通して人間的な成長も目指してきました。これからも新たな伝

統を築いていくクラブであり続けたいと思います。 

 

戦 績 

４／２８（土）前期西播大会 

 ２回戦 千種②－０飾磨 

 ３回戦 千種０－②姫路西 ☆ベスト８進出 

 

５／１２（土）～５／１３（日）前期西播リーグ戦（３部） 

 千種②－１伊和 千種②－０相生 千種②－０県大附 千種②－０姫路商 

                                                           ☆３部優勝 ２部昇格 

６／２（土）県総体 

 ２回戦 千種０－②甲陽 

 

６／２３（土）県ビーチ 

 谷口・橋本 14－21 住田・向（県伊丹）  

中村・城内 7－21 武久・正司（津名） 

 

８／７（火）春高県予選西播予選 

 ２回戦  千種０－②姫路南 

 敗者復活 千種０－②飾磨工業 

 

８／３１（金）ホープ杯（西西播大会） 

 予選 千種０－②市川 

    千種０－②龍野 

 

９／２９（土）～９／３０（日）後期西播リーグ戦（２部） 

 千種０－②姫路東 千種０－②姫路南 千種０－②姫路西    

千種０－②相生☆２部５位 ３部降格  

 

１１／２３（金）秋季西播大会   １２／２４（月）～１２／２５（火）西播新人大会 

 １回戦 千種②－０佐用          １回戦  千種０－②福崎 

 ２回戦 千種②－０龍野          敗者復活 千種②－０市姫路 

                          千種０－②姫路東    

＜平成 24 年度練習試合相手校＞ 

（西播）山崎・相生・飾磨・福崎・伊和・香寺・市川・姫路商・佐用・県大附 

（東播）北条 

（但馬）豊岡総合・八鹿・村岡・香住           

（淡路）洲本実 

（鳥取県）八頭・岩美 

（岡山県）津山・勝山・真庭・勝間田・林野・津山東 
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４ 女子バレーボール部 

顧問 照本 和生・沼田 真穂       

 

４月。３年生２人、２年生４人の試合出場ギリギリのチームに１年生１人が入部し、計

７人でのスタートとなりました。昨年度は、なかなか人数も集まらず十分な練習もできず、

試合では十分な結果を出すことはできませんでした。悔しい思いをしてきた分、今年度は

意気込みが違い、「まずは１勝を」を目標に今年度はやると決めて熱心に練習に取り組ん

できました。その成果もあり、西播大会で見事初勝利を手にすることができました。生徒

が一丸となって一生懸命に取り組んだ成果であり、次の総体に向けてさらに活気づきまし

た。３年生にとっての総体は惜しくも敗れましたが、その悔しさをバネにして新チームで

頑張ろうという意識が芽生えました。  

 

総体後、１年生１名がさらに入部し新たなる出発をいたしました。夏休み期間には、伊

和高校と合同合宿を行うなど、意欲的に活動してきました。チームも一つにまとまりかけ

たのに、ここで怪我人が出始め、また人数が揃わない日々が続きました。辛うじて県西播

予選大会、後期リーグ戦、秋季西播大会、後期西播大会とすべての試合に出場することが

できましたが、なかなか勝利を手にすることはできずに辛い日々が過ぎていきました。試

合には勝てなかったものの、部活動でしか味わえない経験をすることができたと思います。

部活動を通して、人間的にさらに成長することを期待したいです。 

 

 

戦 績 

４／２８（金） 前期西播大会 

 千種０―②山崎 

 

５／１２（土）   前期西播リーグ戦（５部）  

 千種②―１伊和  

千種０―②佐用 

 

６／２（土）  総合体育大会   

千種０―②生野 

 

８／７（火）  県西播予選大会 

千種０―②赤穂 

 

９／２９（土） 後期西播リーグ戦（５部） 

千種０―②市姫 

 

１１／２３（金）秋季西播優勝大会 

 千種０―②赤穂           

 

１２／２４（月）後期西播大会（本戦） 

 千種０―②赤穂 

 

１２／２４（月）同大会敗者復活戦 

 千種１―②県立大附属 
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５ ソフトボール部 

                     顧問 上山 麻美・福永 順二郎 

 

平成２２年４月に連携型中高一貫教育１期生が入部し、単独チームとして試合に出場で

きるようになりました。小規模校であるが故に、集団スポーツを成立させて「勝つ」こと

で、学校や地域にも活気を与えようと取り組んできました。そして何より、どんな困難な

状況の中でもあきらめることなく目標に向かって努力する姿勢を育み、人間的な成長を目

的としてきました。日々の練習、試合をする中で、部員自ら目標を掲げ、着実に力を伸ば

すようになりました。そして、西播大会準優勝、県大会ベスト８、近畿公立高校大会出場

を果たしました。一人一人が技術、体力だけでなく、心も成長していると感じています。

保護者、地域の方々には常日頃ご協力、温かいご声援を頂き心よりお礼申し上げます。  

現在、部員が２人と厳しい状況ですが、春の大会に向けて、今年の冬も地道に練習に励

んできました。来年度は、新入部員を確保し頑張っていきたいと思いますので応援よろし

くお願いします。  

 

戦 績 

 平成２２年４月  前期西播大会  ２回戦敗退  

   ６月  県総体     ２回戦敗退  

   ８月  夏季リーグ戦  D リーグ優勝（４勝０敗） C リーグ昇格 

   ９月  後期西播大会  ３回戦敗退  

               敗者復活戦に勝利し県大会出場を決める    

☆ベスト８ 

  １１月  県新人大会   ３回戦敗退                 

☆ベスト８ 

       兵庫県選抜大会出場（１２チーム）  

         秋季リーグ戦  C リーグ優勝（４勝０敗） B リーグ昇格  

平成２３年１月  近畿公立校大会 １勝２敗１分け  

     ４月  前期西播大会  第３位                

   ６月  県総体     ４回戦敗退                 

☆ベスト１６  

   ８月  夏季リーグ戦  B リーグ２位（３勝１敗） A リーグ昇格 

   ９月  後期西播大会  ３回戦敗退  

               敗者復活戦に勝利し県大会出場を決める  

  １１月  県新人大会   １回戦敗退            

       秋季リーグ戦  A リーグ３位（２勝２敗）  

平成２４年４月  前期西播大会  準優勝             

   ６月  県総体     ２回戦敗退（タイブレーカー）                
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６ ゴルフ部 

顧問 松井 利澄・照本 和生 

 

 ゴルフ部は、部員１年５名、２年２名の計７名で活動しています。夏合宿、冬合宿、八

幡ゴルフセンターでの赤澤プロ、香川プロによるレッスン、追分ＧＣでのショートコース

等、様々な活動を通して体と心を鍛えてきました。春と冬のチャレンジカップ（西播大会）

にも出場し、上を目指して頑張っています。ゴルフ場の皆さん、教えてくださる先生方、

校内ゴルフ練習場の整備をしていただいた池田さん、事務長さんをはじめ、ゴルフ部に関

わってくださる全ての人への感謝の気持ちを大切に、さらなる飛躍を誓います。 

 

年間ラウンド一覧 

 

４／２６（木）３支部合同チャレンジカップ（粟賀ＧＣ） 

 春名浩幸 １４０（６５／７５） １９位 

 

６／１８（月）練習ラウンド（播州ＣＣ） 

 

８／２１（火）～８／２２（水）夏合宿（千草ＣＣ） 

 

９／１７（月）練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

１０／６（土）ハーフ練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

１０／１９（金）ハーフ練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

１１／５（月）練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

１２／２７（木）練習ラウンド（播州ＣＣ） 

 

１／６（日）～１／７（月）冬合宿（ペニンシュラ湯郷） 

 

１／２９（火）３支部合同チャレンジカップ（吉川インターＧＣ） 

 内海秀星 １１８（５９／５９） １１位   

 矢内誠也 １３５（６４／７１）   １４位 

 春名浩幸 棄権 

 

３／１７（日）練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

３／２８（木）ハーフ練習ラウンド（千草ＣＣ） 

 

 

                                         

＜千草ＣＣ 村上登茂七先生銅像前にて＞ 

 

 

 

 

   ＜八幡ゴルフセンターにて＞  
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７ ライフル射撃部 

顧問 横瀬 憲一・久保田 美賀子  

 

１ 部員数： 4 名（男子 3 名、女子 1 名） 【平成 25 年 3 月現在】 

２ 出場公式試合： 

・全日本ジュニアビームライフル射撃競技大会 

【日時：4 月 28 日・29 日  場所：岐阜メモリアルセンター】  

【参加者：3 年生 1 名、２年生 1 名】 

・兵庫県大会 

 【日時：5 月 13 日  場所：兵庫県立明石西高校】  

 【参加者：3 年生１名、2 年生 2 名】 

 これにより、インターハイに 1 名、近畿大会に 2 名の出場が決定  

   ・近畿高校春季ライフル射撃選手権 

 【日時：6 月 17 日  場所：能勢町国体記念スポーツセンター】  

 【参加者：（ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ）3 年生 1 名、2 年生 1 名（ﾋﾞｰﾑﾋﾟｽﾄﾙ）2 年生 1 名】 

   ・全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会 

 【日時：7 月 28 日～31 日  場所：広島県つつがライフル射撃場】  

 【参加者：（ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ）2 年生 1 名】 

   ・国民体育大会 近畿ブロック 

 【日時：8 月 19 日  場所：和歌山市東部コミュニティセンター】  

 【参加者：（少年女子ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ兵庫県代表）1 名 結果：3 位（本戦出場ならず）】 

   ・近畿高校秋季ライフル射撃選手権 

 【日時：11 月 18 日  場所：能勢町国体記念スポーツセンター】  

 【参加者：（ﾋﾞｰﾑﾗｲﾌﾙ）2 年生 1 名 結果：6 位入賞】 

 

 個人スポーツであるが故に、自分との戦いが続く孤独なスポーツである。各自の目標を

定め、いずれはインターハイに 3 名以上の出場を部全体の目標として頑張ってきた。その

中で、1 名だけではあるが、今年度で 4 年連続となるインターハイ出場を果たした。また、

県の代表として、国体近畿予選にも出場し、重圧のかかる中、3 位表彰を受けた。特に、2

年生の成長はめざましいものがあり、日々の練習を欠かすことはない。その姿勢を見て、

後輩である 1 年生も各自努力をし、自分のベストを尽くすようになっている。部全体とし

て、いい雰囲気で練習できており、練習に集中できる場所になってきている。  

 来年度には、これまでの実績の上に立って新入生を迎え、さらなる発展を望みたい。  
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８ サッカー部 

     顧問 角野 陽介・藤原 正憲   

部員は１年生５名、２年生２名、３年生５名で毎日活動

しました。ほぼ全員が高校からサッカーを始めましたが、

毎日活動し上達しました。  

８月２日に地域のサッカー教室を開催し、部員が小学生

をリードし、一緒にサッカーを楽しみました。  

８月１１日にはＯＢ戦を開催し、現役チームとＯＢチー

ムで試合を行いました。内容は点を取ったり取られたりと

シーソーゲームになりました。２００１年創部以来、多く

の卒業生を輩出してきましたが、今回創部時の卒業生が多

く参加し、当時を懐かしみながら楽しくサッカーができま

した。１２月の新人戦西播予選では、１・２年生９人で試

合に臨んだため、いつも以上に失点しましたが、次につな

がるいい経験ができました。  

【公式戦試合結果】  

１ 兵庫県総合体育大会  2 回戦（２回戦から）千種０－ 15 明石南  

２ 兵庫県選手権大会西播予選  1 回戦 千種０－ 16 香寺 

３ 兵庫県高等学校新人大会西播予選  1 回戦 千種０－25 龍野  

 

９ カルチャー部（軽音楽）  

顧問 沼田 真穂 

１ 部 員 数： １年６人、２年４人、３年３人 計１３人  

２：活 動 日： 月曜日・木曜日        ３ 活動場所： 音楽準備室            

４ 活動記録： 

  ①桜まつり               ②文化祭 

   ４月１５日（日）            ６月１６日（土） 

大通り広場               本校体育館 

   「栄々人来」 

 

③妙見夏祭り              ④ＪＡふれあい秋まつり                      

７月２１日（土）            １１月１８日（日） 

 千種小学校               ＪＡハリマ 

 グランド                千種営業部 

   

 

 

１０ 茶華道部  

                             顧問 久保田 美賀子 

１ 部 員 数： １年３人、２年２人 計５人   ２ 活 動 日： 火曜日・水曜日 

３ 活動場所： 特別教室棟１階 作法室         

４ 活動記録： 

①文化祭 ６月１６日（土）       

   お茶席・生花展示                             

   本校特別教室棟１階 作法室                    

②千種小学校まなびっとクラブ ８月２１日（火）  

   お茶席 本校特別教室棟１階 作法室 
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１１ ボランティア部          ２年 春名美咲 山尾紋未 

 

普段は、一人暮らし高齢者の方、二人暮らし高齢者夫婦の方々

等のお宅に、お弁当を配食しています。その他には、地元商店街

の集客イベントへの参加、千種町内の美化活動、雪遊びボランテ

ィアや老人ホームでの花植えボランティアなどをしています。日

常生活では、高齢者の方々や、地域の方々と関わる機会が減って

いますが、ボランティア部の活動を通して、たくさんの方々とお

会いし、直接お話することができます。温かい地域のみなさんに

支えられ、地域に貢献できるボランティア部を目指し、これから

も笑顔と元気を届けていきたいと思います。  

                    

（花植えボランティア） 

 

 

 

 

 

（配 食）      （ボランティアまつり）      （ちくさ桜まつり） 

 

１２ パソコン部              顧問 藤本 聡子 

 

一般講座「パソコン教室」開催 

 

１ 日 時： 平成２４年１１月１２日（月）１５：３０～１７：００ 

２ 目 的： 地域住民や保護者の参加可能な授業を開放することにより、地域との連携

を深めて、開かれた学校づくりを一層推進する。 

３ 参加者： ９名 

４ 内 容： 表計算ソフト（エクセル）で、「会計台帳を作ろう！」 

５ その他： パソコン部員３名がアシスタントとして参加しました。 

最初は緊張していましたが、参加者の方々の温かい雰囲気のおかげで段々

と打ち解け、質問にも丁寧に受け答えすることができました。講座内容も

スムーズに運び、アシスタントの役割を立派に果たし、参加者の皆さんに

喜んでいただくことができました。 
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Ⅵ 平成２４年度式典の記録  

 １ 入学式 校長式辞 

第四十回入学式式辞 

 

 ことのほか厳しかった冬も終わり、山の木々にも、校庭の桜にも、ようやく春の到来が

感じられる頃となりました。  

 明るさと希望に満ちたこの佳き日に、宍粟市教育長 小倉 庸永 様を始め、多くのご

来賓、保護者の皆様のご臨席を賜り、平成２４年度 兵庫県立千種高等学校の入学式を挙

行できますことは、私ども教職員一同、この上ない喜びでございます。  

 ただ今、本校の第４０回生として、入学を許可しました３７名の皆さん、入学おめでと

うございます。保護者の皆様、本当におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。  

 私たち教職員はもとより在校生全員が、皆さんの入学を心から歓迎いたします。また教

職員一同、大事な子どもさんを預かる責務の重大さを痛感し、皆様方の期待と信頼に応え

るべく、一丸となって努力を惜しまず取り組む決意です。  

 さて本校は、昭和２３年県立山崎高等学校千種分校として発足し、昭和５０年には生徒

数の増加にともない、地域の方々の願いにより県立千種高等学校として独立をしました。  

 開校以来「自立・信愛」の校訓を掲げ、これまでに数多くの人材を輩出し、卒業生は各

方面で活躍されています。そして、ご存じのとおり平成２２年度から兵庫県初の「連携型

中高一貫教育校」として、連携入試が始まり、今年で３年目を迎え、文字通り特色ある高

等学校として再出発しました。全校生徒１０２名の小さな学校ですが、「地域の子は地域で

育てる」との理念のもと、卒業生をはじめ、地域の皆様の絶大なるご支援により、また 教

職員の情熱溢れる指導の下、連携行事・連携授業や部活動での取り組みやなどを行ってい

ます。その活動は、兵庫県はもとより他府県からも小規模校のパイロット校として、非常

に高い評価を頂いているところであります。今後、千種高校がさらに発展をしていくため

には、職員・在校生はもとより、新入生の頑張りがぜひとも必要です。  

 そこで、本校で学ぶ新入生の皆さんに３つのことを話しておきたいと思います。  

 一つ目は、あいさつができる人になる。あいさつは良好な人間関係を育むための基礎基

本です。明るい笑顔で気持ちの良いあいさつをしましょう。  

 二つめは、感謝の心が持てる人になる。私たちは、人と人の関わりの中で生活をしてい

ます。自分を支えてくれている保護者や先生、友だち、地域のみなさんに感謝の気持ちを

持って下さい。  

 三つめは、人の話が素直に聞ける人になる。学校は人間をつくり、勉強をするところで

す。人の話が素直に聞ける人は大きく成長します。  

 今日から千種高等学校での生活が始まりますが、若さを精一杯燃焼させ、多くを吸収し、

充実した高校生活を送られることを、心より願いまして、式辞といたします。  

 

 平成２４年４月９日                        

兵庫県立千種高等学校長                                     

浅田 尚宏 
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２ 卒業証書授与式 

 (1) 校長式辞 

第三十八回卒業証書授与式式辞 

 

 三室の山並みには雪を残しながらも梅のつぼみが膨らみ、千種川のせせらぎに注がれる

陽光にも日ごとに春の伊吹が感じられる今日の佳き日に、兵庫県立千種高等学校第 38 回卒

業証書授与式を厳粛のうちに挙行できますことは、私ども教職員一同この上もない慶びで

あります。また、多数のご来賓、保護者の皆様のご列席を賜り、卒業生の門出を祝福して

いただきますこと、高い席からではございますが、心より厚くお礼申し上げます。 

 ただ今、卒業証書を授与しました３５名の皆さん、卒業おめでとうございます。校訓「自

立・信愛」のもと、学業にクラブ活動にひたすら研鑽と精進を重ね、本日、栄えある卒業

の日を迎えました。本校を巣立って行かれる皆さんの一人ひとりに、心から賛辞を贈りま

す。また、保護者の皆様・ご家族の皆様、深い愛情を持って、ただひたすらに成長を願い

続けて、これまで大切に守り育てていただいたご苦労が、今ここに、実を結んだ喜びに対

し、心よりお祝い申し上げます。 

 さて本校は、平成２２年度から兵庫県初の「連携型中高一貫教育校」となり、千種中学

校と文化祭・体育大会・マラソン大会をはじめとする行事、各教科の授業などの連携を進

めてきました。教職員はもとより、同窓会をはじめ地域の方々の情熱的な支援により、魅

力ある学校づくりに取り組み、その成果は高く評価されています。その一期生となる卒業

生の皆さんが日々実践してきた、「明るいあいさつ」と「さわやかな笑顔」は本校の校風

となりつつあります。38 回生の皆さんは、一人ひとりが勉強・クラブに武両道の頑張りを

見せ、一段と輝き、学校の発展に大いに貢献してくれました。 

 皆さん いよいよ明日からは、母校を巣立って新しい人生に挑戦していきます。皆さん

の輝かしい門出にあたり、二つのことをお話ししたいと思います。皆さんが実践してくれ

た「気持ちの良い挨拶」は人と人が生きる社会で とても大切です。良好な人間関係や信

頼関係を築くための第一歩です。どうか、たくさんの人と出会い、太い絆を結び、豊かな

人生を歩んで欲しいと思います。そのために「いつでも笑顔で挨拶のできる人であってほ

しい」と思います。 

 次に本校玄関に幕末から大正初期に活躍した経済人、渋沢栄一の座右の銘の書がありま

す。「名を成すは、毎に窮苦の日在り、敗れる事の多くは、得意の時に因る。」と読みま

すが、みなさんにその言葉を贈ります。これは「物事に成功したり、立派な行いや人間と

してよりよく成長するのは、困ったり苦しんだりしたことにより達成される。反対に、失

敗したり敗れたりすることの多くは、物事がうまくいき有頂天になっている時である」と

いう意味です。 

 皆さんのこれからの人生は大洋を航海するようなもので、楽しい中にもいろいろな困難

や、障害も待ち受けていることでしょう。国際社会の緊迫の度が高まり、これからの世界・

日本の情勢は益々不安定で不透明な時代かもしれません。苦しい時、挫折しそうな時、こ

の言葉を思い出し乗り越えて欲しいと思います。 

 ここ千種の地で学び、体験し、培ってきたことを生かし、生涯にわたり学び続けていく

姿勢・考える続ける姿勢が大事だと思います。「挑戦」の二字を忘れず、夢達成への道を

歩んで下さい。 

 最後となりましたが、卒業生のみなさんの一層の飛躍と限りなき未来に幸多かれとお祈

り申し上げ、式辞といたします。 

                      平成２５年２月２８日 

                          兵庫県立千種高等学校長 

                   浅田 尚宏 
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（２）在校生送辞 

 

 厳しい冬の寒さも和らぎ、新しい暖かな春の訪れが感じられる今日の良き日、晴れてこ

の千種高校を卒業される第３８回卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。在校生を

代表し、心よりお祝い申し上げます。  

 先輩方と過ごした千種高校での日々は、今でも深く胸に刻まれ、まるで昨日のことのよ

うに鮮明に思い出すことができます。私たちの目に先輩方の姿はいつも輝いて映っていま

した。 

 そんな中でも思い出深い学校行事は、中高連携の文化祭と体育大会です。文化祭のステ

ージ発表では、準備にいち早く取り組まれ、団結して成功へと推し進めていかれる様子に

改めて先輩方のすごさを実感しました。とくに、幼い頃の写真とともに、先輩方一人一人

が将来の夢について語られているのを見て、私たちも先輩方のように胸を張っていえるよ

うな夢を持ちたいと強く思うようになりました。  

 体育大会では、クラス一丸となって２年連続総合優勝を成し遂げられました。仮装では、

担任の上山先生のウェディングドレスや演出の完成度の高さに驚かされました。先輩方の

競技や演技に打ち込む姿勢は、とても力強く、そして爽やかですがすがしく、周りのみん

なに元気と勇気を与える、まさに中高連携の立役者でした。 

 また、これらの行事を企画・運営する生徒会では、夜遅くまで残って準備をしました。

先輩方はいつも分かりやすく教えてくださり、頼ってばかりいました。新生徒会になり、

まだまだけじめがつけられず失敗もありますが、先輩方を見習い、学校を盛り上げていき

たいと思います。  

そして、学校行事以外で、先輩方との絆を深めた一番の思い出は部活動です。私が所属

するバレーボール部では、人数が６人というぎりぎりの状態でした。練習もなかなか全員

そろわず、試合でも思うようなプレーができずに途中でやめたくなったこともありました。

しかしそんな時、先輩方は私たちに優しく声をかけ、強い気持ちで引っ張ってくださいま

した。先輩方と一緒に辛い時期を乗り越え、いろいろな経験ができたことは、私たちの自

信につながっています。 

 このように何事にも一生懸命に、目標に向かって努力されている先輩方は、私たち後輩

の憧れでした。先輩方と過ごした時間はかけがえのない宝物です。  

 本日、先輩方は中高連携入試がスタートしてから、初めての卒業生としてこの千種高校

を旅立たれます。これからの人生の中には、大きな苦労や困難が待ち受けているかもしれ

ません。しかし、つらい時こそ、この千種高校で過ごした３年間を思い出してください。

そこには共に学んだ友人や、励まし支えて下さった先生が居られたことを。先輩方ならき

っと乗り越えることができると思います。  

私たち在校生は、少しでも先輩方に追いつけるよう、そしてまた、先輩方が築いてこら

れた伝統を受け継いで、部活動や進路で実績を残し、より良い学校にしていきたいと思い

ます。 

名残は尽きませんが、いよいよお別れの時です。最後に、ご卒業される皆様のご健康と

ご活躍を心よりお祈りし、送辞とさせていただきます。  

 

  

                     平成２５年２月２８日   

                       兵庫県立千種高等学校  

                           在校生代表  阿曽 凌佳 
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（３）卒業生答辞 

答 辞 

 

 春と呼ばれる日は迎えたものの、まだ吐く息は白く、時折寒風が通り過ぎる今日、私た

ちを送って下さる御来賓の皆様、先生方、在校生のみなさん、卒業生を代表して御礼申し

しあげます。それから、私たちをここまで育ててくれた、お父さん、お母さん。反抗的な

態度もとったし、たくさん迷惑もかけました。でも、この日を迎えられたのはお父さん、

お母さんのおかげです。ありがとう。 

３年前、私たちは中高連携一期生として、この千種高校の生徒となりました。各々が自

分の目標を立て、部活動や勉学など、高校生活という名の青春を謳歌し始めました。いろ

いろと不安なことがありましたが、優しく頼もしい先輩たちのおかげで楽しい日々を送る

ことが出来ました。 

 ２年生になり、大山登山に挑戦しました。小雨でしたが、雨の降る中での登頂でしたの

で、ぬかるんだ地面に足を取られ、雨によって体温も奪われる悪条件でしたが、仲間たち

と共に励まし合い頂上を目指しました。木々がおい茂る中を抜け、岩場を登り、一人も欠

けることなく頂上にたどり着きました。霧で壮大な景色こそ見ることができなかったもの

の、長く険しい道のりを登りきった時の達成感。どんな言葉を使っても言い表せないほど

の充実感。それだけで十分な成果があったと思います。 

そして、待ちに待った、修学旅行。私たちはグアム島に行きました。初めての海外旅行

ということで、始めのうちは不安もありましたが、青く輝く空、サンサンと降り注ぐ太陽、

そしてそれらを際立たせる美しい海、これらを見るとすぐに不安など消え去りました。そ

の中で、私たちはふだん体験することのできない様々な体験をしました。「マンタ」と呼ば

れる絶叫アトラクションやバナナボートを、体験するのは勿論、見ているのも楽しかった

です。特にバナナボートでグアムの海を迫力あるスピードで駆けるのは、さながらイルカ

にのっているような気分になれました。また、学校訪問を行い、同じ年齢のグアムの高校

生と交流しました。バレーボールやバスケットボールなどをして親交を深め、言葉は通じ

なくても思いは伝えることができるということを学びました。そして、修学旅行で最も思

い出に残っているのはナイトバザールの会場である、チャモロビレッジでみんなで空手の

演武やソーランを踊ったこと、東北の被災された地域に送るためのチャリティーの一環と

して、学校で作った木工品を売ったことです。誰も販売の経験はなく、まして、相手は言

葉の通じない外国の方々。不安や戸惑いで押しつぶされそうになりました。しかし、私た

ちの持ち味である元気と気合で声をからしながら必死に売りました。その様子を見てたく

さんの方が協力してくださいました。その方たちの厚意はとてもありがたく、本当にうれ

しかったです。慣れない海外旅行でしたが、とても貴重な経験をすることができました。 

 ３年生になり、最高学年としての自覚、そして高校生活も最後だという思いをそれぞ

れが抱きました。毎日が高校生活の終わりへと向かっていくのを感じ、平凡な一日が大切

に感じられました。最後の文化祭では、「卒業」をテーマに仲間の大切さや、ありがたさを

一つの劇に込めました。１年次、２年次のときとは趣向をがらりと変えた青春劇でしたの

で作品を作る過程では何度も練り直しました。そのため、完成した時はとても嬉しかった

です。反響も上々でした。「感動した」、「面白かった」など、温かい言葉もいただきました。

そして体育祭。学級旗に掲げた文字は「絆」。学年対抗競技では、個人が出せる力のすべて

を出し切り、演技では一同集中し、会場を沸かせました。中高連携学年選抜リレーでは走

者の走りに応援組は大変盛り上がりました。気がついたら、全員がひとつになっており、

見事、優勝しました。 

学年間だけではなく、先輩や後輩たちともこの高校生活では信頼し、支え合ってきまし

た。生徒会に入り、会長となって不安な時にも支えてくれたのは仲間と後輩たちでした。
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私が会長としての責任を果たすことができたのは、みんながいてくれたからです。後輩に

向けて何かを伝え、教え導くのが先輩としての責務だとは思いますが、反対に後輩の皆さ

んから教えられたことはたくさんありました。頼りない先輩であったかも知れませんが卒

業にあたって後輩の皆さんにこの言葉を残したいと思います。 

 

「今日という日は新しい人生の最初の一日。」 

 

人生は毎日が始まりであり、それと同時に終わりでもあります。それならば、いつまで

も同じ自分でなんかいられない。変わり始めなければ。人は誰でも変われます。大事なの

は変わろうとする意志です。新しい自分になり、新しい人生を謳歌してください。その中

で高校生活という青春を輝かせて下さい。みなさんには、心から感謝しています。そして

私たちが去った後の千種高校を頼みます。 

 最後に、私たちの担任をしてくださった上山先生。年が近いこともあり、個人的なこと

も話しやすかったです。そして先生の話もしっかりと胸に届きました。私たちの将来のこ

とも親身になって考えてくださいました。歩むべき道を間違えそうになった時も優しく手

を差し伸べていただきました。先生には何度も助けられました。感謝してもしきれません。

今の私たちには恩を返せる力も、時間もありません。ですから、いつか、いつになるかは

わかりませんが、返して見せます。２年間という短い歳月でしたが、先生が私たちの担任

でよかった。心からそう思います。先生、お世話になりました。そして、ありがとうござ

いました。 

 今日、私たち三十八回生は千種高校を巣立ちます。仲間と別れ、みんなと築いた絆を胸

にいだき、それぞれの未来へ歩き出します。 

みんな、寂しいけれど互いの絆を忘れないで、新しい明日へ進もう。ここで過ごした３

年間。特別な時間。 

みんな、ありがとう。 

 

平成二十五年二月二十八日 

卒業生代表 堂場 祥平 
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Ⅶ 平成２４年度学校評価 
学

　
　

校
　

　
名

兵
 庫

 県
 立

 千
 種

 高
 等

 学
 校

１
　

学
校

教
育

目
標

４
　

自
己

評
価

の
実

施
方

法
に

つ
い

て
の

学
校

関
係

者
評

価

２
　

重
点

目
標

５
　

総
合

的
な

学
校

関
係

者
評

価

３
　

自
己

評
価

結
果

（
５

段
階

評
価

：
「

５
」

が
良

く
で

き
て

い
る

、
「

１
」

は
で

き
て

い
な

い
）

実
践

目
標

実
践

項
目

評
価

昨
年

課
題

・
改

善
策

等
自

己
評

価
、

改
善

策
の

適
切

さ
に

関
す

る
学

校
関

係
者

評
価

1
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
充

実
・

改
善

を
図

り
、

学
校

の
様

子
を

随
時

発
信

す
る

。
4
.6

4
.5

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

と
積

極
的

な
更

新
に

よ
り

ア
ク

セ
ス

数
は

増
え

た
。

学
年

ペ
ー

ジ
を

設
け

る
等

更
な

る
工

夫
を

す
る

。
情

報
を

受
け

取
る

保
護

者
や

地
域

か
ら

の
感

想
を

聞
き

取
り

、
改

善
、

改
良

を
怠

ら
な

い
よ

う
努

め
る

。

2
　

学
校

行
事

、
授

業
参

観
等

を
実

施
し

、
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

に
努

め
、

そ
の

感
想

や
意

見
を

学
校

経
営

に
役

立
て

る
。

4
.1

4
.1

　
文

化
祭

、
連

携
マ

ラ
ソ

ン
大

会
は

多
数

の
来

校
、

応
援

が
あ

り
、

地
域

の
本

校
に

対
す

る
関

心
の

高
さ

と
受

け
止

め
る

。
本

校
が

地
域

交
流

の
場

と
な

る
工

夫
を

模
索

し
て

い
く

。

3
　

生
徒

が
地

域
と

関
わ

る
機

会
を

増
や

し
、

地
域

社
会

の
発

展
を

願
う

気
持

ち
を

高
揚

さ
せ

る
。

4
.1

4
.8

　
生

徒
が

地
域

と
関

わ
る

機
会

は
昨

年
度

以
上

に
増

え
て

い
る

が
、

教
職

員
の

意
識

の
向

上
が

課
題

。
山

崎
高

校
の

「
街

の
駅

」
か

ら
ヒ

ン
ト

を
得

た
活

動
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

4
　

千
種

中
学

校
区

の
児

童
・

生
徒

と
の

交
流

を
深

め
、

「
行

き
た

い
高

校
」

と
し

て
本

校
の

存
在

を
身

近
に

感
じ

さ
せ

る
。

3
.8

4
.1

　
体

育
と

理
科

以
外

の
教

科
で

は
目

標
を

実
践

で
き

て
い

な
い

。
そ

の
他

の
教

科
に

よ
る

働
き

か
け

の
機

会
を

中
学

校
の

み
な

ら
ず

、
小

学
校

に
対

し
て

も
増

や
し

て
い

く
。

5
　

挨
拶

の
励

行
等

基
本

的
生

活
習

慣
お

よ
び

品
格

あ
る

自
覚

し
た

行
動

の
確

立
に

努
め

さ
せ

る
。

4
.1

4
.6

　
生

徒
が

登
校

時
や

校
舎

内
で

自
発

的
に

挨
拶

す
る

こ
と

は
定

着
し

て
き

た
が

、
授

業
の

開
始

前
と

終
わ

り
の

あ
い

さ
つ

は
不

十
分

で
あ

る
。

今
後

徹
底

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

6
　

イ
ン

プ
ロ

学
習

・
教

科
学

習
を

通
し

て
、

生
徒

が
自

己
の

意
見

を
論

理
的

に
明

確
に

表
現

で
き

る
よ

う
指

導
に

努
め

る
。

3
.6

3
.8

　
イ

ン
プ

ロ
学

習
、

生
活

体
験

、
人

権
作

文
、

課
題

研
究

、
就

業
体

験
等

に
つ

い
て

、
生

徒
自

ら
が

体
験

し
、

そ
れ

を
通

し
て

学
ん

だ
こ

と
、

気
づ

い
た

こ
と

を
自

ら
発

表
す

る
機

会
を

増
や

す
。

7
　

地
域

貢
献

活
動

、
就

業
体

験
、

ふ
れ

あ
い

育
児

等
の

体
験

的
活

動
を

多
く

取
り

入
れ

、
生

徒
個

々
の

自
己

有
用

感
を

高
め

る
。

4
.3

4
.3

　
生

徒
が

自
主

的
に

考
え

、
行

動
す

る
体

験
的

活
動

に
す

る
と

と
も

に
、

事
後

に
生

徒
同

士
が

感
想

等
を

発
表

し
合

う
機

会
を

設
け

る
。

8
　

部
活

動
、

委
員

会
活

動
へ

の
参

加
を

積
極

的
に

推
進

し
、

充
実

し
た

高
校

生
活

を
支

援
す

る
。

3
.6

4
.1

　
教

員
数

、
生

徒
数

を
考

慮
し

、
部

活
動

の
数

を
見

直
す

か
、

外
部

コ
ー

チ
の

導
入

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

9
　

L
H
R
や

面
談

等
を

通
じ

て
、

主
体

的
な

進
路

選
択

能
力

の
育

成
を

図
る

。
3
.7

3
.8

　
生

徒
が

ど
の

よ
う

な
人

生
を

歩
み

た
い

か
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

能
は

何
か

を
考

え
さ

せ
、

一
人

ひ
と

り
に

寄
り

添
い

、
具

体
的

か
つ

詳
細

に
指

導
し

て
い

く
努

力
を

怠
ら

な
い

よ
う

努
め

る
。

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

情
報

発
信

の
自

己
評

価
は

高
す

ぎ
る

。
高

齢
化

の
進

む
本

校
周

辺
地

域
で

は
ネ

ッ
ト

環
境

は
充

実
し

て
お

ら
ず

、
閲

覧
者

の
年

齢
層

は
限

ら
れ

て
い

る
。

真
に

地
域

に
理

解
さ

れ
る

学
校

を
目

指
す

に
は

、
町

づ
く

り
協

議
会

等
の

各
団

体
の

会
合

に
教

員
が

参
加

し
、

本
校

の
取

組
を

伝
え

る
努

力
が

必
要

で
あ

る
。

中
高

連
携

マ
ラ

ソ
ン

大
会

は
地

域
の

関
心

が
高

い
。

今
後

は
保

幼
小

の
園

児
、

児
童

も
参

加
し

た
大

会
に

な
っ

て
欲

し
い

と
願

う
る

地
域

住
民

が
多

い
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ブ

ロ
グ

に
コ

メ
ン

ト
が

記
入

で
き

る
よ

う
に

な
ら

な
い

か
検

討
し

て
欲

し
い

。

　
生

徒
が

主
体

的
に

行
動

す
る

姿
勢

を
さ

ら
に

育
成

す
る

た
め

に
は

、
現

在
の

活
動

の
場

（
校

内
・

町
内

・
市

内
）

だ
け

で
は

不
十

分
で

あ
る

。
神

戸
、

大
阪

、
京

都
等

に
広

げ
て

、
も

っ
と

広
い

世
界

を
生

徒
に

見
せ

て
や

る
べ

き
。

そ
の

点
で

は
自

己
評

価
は

高
す

ぎ
る

。
登

下
校

時
の

あ
い

さ
つ

は
、

学
校

園
を

基
盤

に
、

地
域

を
あ

げ
て

さ
ら

な
る

啓
発

が
必

要
で

あ
る

。
「

生
徒

の
発

表
の

機
会

を
増

や
す

」
と

あ
る

の
は

必
要

な
こ

と
で

あ
り

、
評

価
で

き
る

。

　
地

域
に

理
解

さ
れ

た
「

連
携

型
中

高
一

貫
教

育
校

」
の

定
着

、
発

展
を

図
る

。

　
生

徒
の

自
ら

学
び

、
自

ら
考

え
る

主
体

的
な

姿
勢

を
育

成
す

る
。

③
確

か
な

学
力

・
豊

か
な

人
間

性
を

そ
な

え
、

進
路

実
現

に
向

け
て

努
力

す
る

生
徒

を
育

成
す

る
。

④
体

育
的

諸
活

動
を

通
し

て
心

身
を

錬
磨

し
、

将
来

の
社

会
生

活
で

逞
し

く
生

き
る

体
力

・
精

神
力

を
養

う
。

　
自
己
評
価
、
今
後
の
改
善
策
は
概
ね
適
切
で
あ
る
。
特
に
下
記
の
改
善
策
は
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
た
だ
し
、
あ
い
さ
つ
も
含
め
何
事
も
、
生
徒
が
教
員
に
「
や

ら
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
初
め
て
、
自
発
的
な
言
動
や
行
動
に
つ
な
が
る
の
で
、
教
員
の
生
徒
に
対
す
る
接
し
方
、
指
導
の
仕
方

が
問
わ
れ
て
く
る
。
改
善
策
が
ど
れ
ほ
ど
適
切
で
あ
っ
て
も
、
教
員
自
身
の
内
面
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
。
教
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い
が
、
本
校
存
続
の
た

め
、
地
域
へ
足
を
運
ぶ
努
力
も
し
て
ほ
し
い
。
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
に
改
編
さ
れ
、
３
年
が
経
過
し
た
。
こ
れ
ま
で
を
定
着
期
と
位
置
づ
け
、
学
力
向
上
を
軸
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
教
育
の
発
展
・
充
実
を
目
指
し
て
中
高
で
連
携
を
図
り
、
各
種
の
取
組
や
活
動
を
推
進
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
の
実
践
目
標
や
実
践
項
目
が
来
年
度
は
盛

り
込
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

平
 成

 ２
４

 年
 度

　
　

学
 校

 評
 価

　
　

関
 係

 者
 評

 価
 票

　
生
徒
、
保
護
者
、
連
携
中
学
校
の
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
自
己
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
ま
た
評
価
を
点
数
化
し
て
い

る
の
は
分
か
り
や
す
い
。

　
全

生
徒

が
連

携
型

中
高

一
貫

教
育

校
へ

の
改

編
後

の
入

学
生

と
な

り
、

夢
を

形
に

す
る

進
路

指
導

の
充

実
を

は
じ

め
、

全
生

徒
・

保
護

者
の

本
校

に
対

す
る

満
足

度
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
高

め
ら

れ
る

特
色

あ
る

教
育

の
展

開
に

努
め

る
。

⑤
教

職
員

は
生

徒
に

夢
と

自
信

を
与

え
ら

れ
る

よ
う

、
資

質
能

力
の

向
上

に
努

め
る

。

①
地

域
・

保
護

者
に

期
待

さ
れ

、
信

頼
さ

れ
る

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

②
千

種
中

学
校

区
幼

少
連

携
・

小
中

一
貫

推
進

事
業

と
の

連
携

を
深

め
、

ま
ち

づ
く

り
活

動
を

推
進

す
る

。
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Ｎ
Ｏ
．
２

実
践

目
標

実
践

項
目

評
価

昨
年

課
題

・
改

善
策

等
自

己
評

価
、

改
善

策
の

適
切

さ
に

関
す

る
学

校
関

係
者

評
価

1
0

　
各

教
科

に
お

い
て

、
授

業
研

究
な

ど
学

習
指

導
に

つ
い

て
工

夫
・

改
善

が
な

さ
れ

て
い

る
。

3
.7

4
.3

　
教

科
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

た
め

に
、

授
業

の
あ

り
方

に
つ

い
て

多
方

面
か

ら
考

察
し

て
い

く
。

1
1

　
教

科
の

枠
を

超
え

た
授

業
の

公
開

や
研

修
会

に
よ

っ
て

相
互

に
研

鑽
す

る
。

2
.9

2
.7

　
学

期
毎

に
授

業
公

開
週

間
、

研
究

授
業

を
実

施
し

、
実

施
後

に
意

見
交

換
す

る
機

会
を

義
務

づ
け

る
。

1
2

　
地

域
の

人
材

や
素

材
を

活
用

し
た

特
色

あ
る

授
業

の
取

り
組

み
を

行
う

。
4
.0

3
.9

　
千

種
中

学
校

が
実

施
す

る
「

千
種

学
」

を
参

考
に

、
こ

れ
ま

で
の

固
定

化
さ

れ
た

内
容

に
留

ま
ら

ず
新

た
な

分
野

を
開

拓
し

、
新

た
な

特
色

づ
く

り
に

取
り

組
む

。

1
3

　
生

徒
の

実
態

や
能

力
に

応
じ

て
、

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
い

学
習

指
導

を
実

践
す

る
。

4
.0

4
.1

　
ベ

ー
シ

ッ
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

コ
ー

ス
の

授
業

で
は

授
業

者
の

み
な

ら
ず

、
生

徒
の

そ
ば

で
授

業
理

解
を

支
援

す
る

補
助

教
員

の
さ

ら
な

る
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

1
4

　
課

題
や

宿
題

の
指

導
を

通
し

て
、

家
庭

学
習

の
習

慣
化

を
図

る
。

3
.1

3
.1

　
家

庭
学

習
の

仕
方

が
分

か
ら

な
い

生
徒

も
い

る
の

で
そ

の
指

導
も

必
要

。
週

末
課

題
の

実
施

点
検

や
生

活
行

動
記

録
表

な
ど

を
活

用
し

、
家

庭
学

習
の

習
慣

化
を

図
る

。

1
5

　
基

礎
学

力
の

定
着

や
資

格
取

得
の

た
め

の
補

習
を

実
施

す
る

。
4
.0

4
.0

　
自

己
の

将
来

の
た

め
に

基
礎

学
力

や
資

格
が

い
か

に
必

要
で

あ
る

か
と

い
う

こ
と

を
教

え
込

み
、

や
ら

さ
れ

る
の

で
は

な
く

、
自

ら
進

ん
で

取
り

組
む

意
識

を
高

揚
さ

せ
る

。

1
6

　
家

庭
連

絡
や

家
庭

訪
問

を
通

し
て

、
保

護
者

と
の

情
報

交
換

や
意

思
の

疎
通

を
図

る
。

3
.4

4
.0

　
全

家
庭

を
家

庭
訪

問
す

る
等

、
夏

季
休

業
中

の
面

談
以

外
に

も
担

任
と

保
護

者
が

面
談

す
る

機
会

を
増

や
す

。
３

年
間

を
見

通
し

た
計

画
的

な
指

導
体

制
を

確
立

す
る

。

1
7

　
生

徒
の

進
路

希
望

を
達

成
す

る
た

め
に

、
情

報
の

収
集

や
提

供
を

行
い

、
適

切
な

進
路

指
導

を
行

う
。

3
.8

4
.2

　
進

路
指

導
部

と
学

年
と

の
連

携
を

密
に

し
て

進
路

L
H
R
を

計
画

、
実

施
す

る
。

ま
た

進
路

検
討

会
（

進
学

・
就

職
）

の
機

会
を

増
や

す
。

1
8

　
マ

ナ
ー

や
規

律
、

規
範

意
識

を
高

め
る

取
組

を
、

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

、
生

徒
会

活
動

等
で

行
う

。
4
.0

3
.9

　
校

則
違

反
、

器
物

破
損

は
ほ

ぼ
皆

無
と

な
っ

た
。

生
徒

に
自

分
自

身
や

母
校

に
対

す
る

誇
り

を
持

た
せ

る
こ

と
で

一
層

規
範

意
識

を
高

め
た

い
。

1
9

　
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
役

割
や

居
場

所
を

、
ク

ラ
ス

の
中

や
様

々
な

教
育

活
動

の
場

に
お

い
て

設
定

す
る

。
3
.8

3
.8

　
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
選

出
の

委
員

に
活

動
の

場
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
与

え
、

生
徒

主
体

の
運

営
よ

る
マ

ナ
ー

ア
ッ

プ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

校
外

で
も

実
施

さ
せ

る
。

2
0

　
生

徒
の

個
人

面
談

や
、

日
頃

の
声

か
け

指
導

を
積

極
的

に
行

う
。

4
.1

3
.8

　
効

果
的

な
声

か
け

、
思

い
が

伝
わ

る
声

か
け

の
在

り
方

に
つ

い
て

、
個

々
の

教
員

で
悩

ま
ず

、
教

員
間

で
意

見
交

換
す

る
機

会
を

設
け

る
。

2
1

　
防

災
教

育
や

安
全

教
育

を
、

学
校

全
体

は
も

と
よ

り
ホ

ー
ム

ル
ー

ム
で

行
う

。
3
.8

3
.7

　
年

度
当

初
の

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

計
画

作
成

時
に

防
災

教
育

の
計

画
を

盛
り

込
む

他
に

、
日

々
の

授
業

、
S
H
R
等

に
お

い
て

全
教

員
が

防
災

、
安

全
教

育
を

意
識

し
た

発
言

を
す

る
よ

う
心

が
け

る
。

2
2

　
人

権
に

関
わ

る
課

題
を

知
識

と
し

て
学

ぶ
だ

け
で

な
く

、
日

常
生

活
に

お
い

て
態

度
や

行
動

に
現

れ
る

よ
う

な
人

権
感

覚
の

育
成

に
努

め
る

。
3
.9

3
.7

　
人

権
L
H
R
を

充
実

さ
せ

る
だ

け
で

な
く

、
他

者
と

の
つ

な
が

り
を

通
し

て
生

徒
が

人
権

感
覚

を
自

己
の

力
で

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
、

学
校

生
活

全
般

を
通

じ
て

支
援

し
て

い
く

。

2
3

　
教

育
活

動
全

般
に

通
じ

て
、

情
報

の
活

用
に

伴
う

情
報

モ
ラ

ル
の

育
成

に
努

め
る

。
3
.6

3
.6

　
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
普

及
に

よ
り

生
徒

間
の

情
報

交
換

手
段

が
複

雑
化

し
、

人
間

関
係

を
損

な
う

等
危

惧
す

る
こ

と
が

多
い

。
情

報
モ

ラ
ル

の
指

導
に

つ
い

て
関

係
機

関
と

連
携

し
徹

底
し

た
い

。

2
4

　
キ

ャ
ン

パ
ス

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

と
連

携
を

密
に

取
り

、
悩

み
を

抱
え

る
生

徒
の

支
援

体
制

を
作

る
。

3
.8

4
.3

　
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

指
導

内
容

を
必

要
部

署
に

て
共

有
す

る
。

生
徒

が
相

談
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

の
一

貫
と

し
て

、
年

度
当

初
に

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

全
生

徒
に

体
験

さ
せ

る
。

　
自

己
評

価
は

や
や

高
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
が

、
改

善
策

は
適

切
で

あ
る

。
社

会
に

出
て

も
通

用
す

る
よ

う
な

人
間

関
係

を
生

徒
が

高
校

時
代

に
築

け
る

よ
う

教
員

は
支

援
し

て
ほ

し
い

。
最

も
心

配
さ

れ
る

の
が

携
帯

電
話

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
使

用
に

伴
う

ト
ラ

ブ
ル

で
あ

る
。

そ
の

危
険

性
に

つ
い

て
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
定

期
的

に
意

識
付

け
を

す
る

べ
き

で
あ

る
。

「
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
全

生
徒

に
体

験
さ

せ
る

」
と

あ
る

が
、

こ
れ

は
是

非
実

行
し

て
も

ら
い

た
い

。
た

だ
し

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
受

け
た

生
徒

を
個

々
に

特
定

で
き

な
い

配
慮

を
お

願
い

し
た

い
。

防
災

教
育

、
安

全
教

育
は

学
校

内
の

み
で

取
り

組
む

問
題

で
は

な
く

、
地

域
と

連
携

し
た

内
容

で
あ

っ
て

欲
し

い
。

　
左

記
の

３
項

目
は

自
己

評
価

が
低

く
、

難
し

い
分

野
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
が

、
研

鑽
を

積
ん

で
頂

き
た

い
。

「
千

種
学

」
を

実
施

す
る

場
合

は
、

地
域

の
人

材
等

を
活

用
し

て
欲

し
い

。
協

力
者

は
多

い
は

ず
で

あ
る

。
近

隣
に

水
力

発
電

所
が

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

い
生

徒
が

多
い

の
で

は
な

い
か

。
ぜ

ひ
学

習
す

べ
き

で
あ

る
。

　
自

己
評

価
、

改
善

策
は

適
切

で
あ

る
。

改
善

策
に

あ
る

よ
う

に
、

進
路

選
択

で
は

「
３

年
間

を
見

通
し

た
計

画
的

な
指

導
体

制
」

の
も

と
、

生
徒

と
保

護
者

、
担

任
と

面
談

を
数

多
く

実
行

し
て

も
ら

い
た

い
。

家
庭

学
習

を
習

慣
化

で
き

な
い

生
徒

が
多

く
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
小

中
学

生
に

配
布

さ
れ

て
い

る
「

家
庭

学
習

の
手

引
」

を
活

用
で

き
な

い
か

。
漢

字
検

定
は

少
し

の
ヒ

ン
ト

を
教

師
が

生
徒

に
与

え
れ

ば
、

自
主

的
に

取
り

組
み

や
す

く
、

自
主

学
習

の
き

っ
か

け
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。

　
互

い
を

認
め

合
う

望
ま

し
い

人
間

関
係

を
築

き
、

安
心

・
安

全
な

学
校

環
境

を
構

築
す

る
。

　
生

徒
の

興
味

・
関

心
に

応
じ

た
教

育
活

動
を

展
開

し
、

「
分

か
る

授
業

」
を

す
る

た
め

に
、

学
習

指
導

の
工

夫
・

改
善

に
努

め
る

。

　
適

切
な

学
習

指
導

と
家

庭
学

習
の

習
慣

化
を

図
り

、
個

々
の

生
徒

の
進

路
実

現
を

支
援

す
る

。
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 1
日

1
火

全
校

集
会

・
職

員
集

合
写

真
1

金
全

校
集

会
・

壮
行

会
1

日
ワ

ー
プ

ロ
検

定
・

近
畿

P連
研

究
大

会
1

水
家

島
高

校
生

徒
会

交
流

会
1

土

2
月

辞
令

交
付

　
職

員
会

議
2

水
2

土
３

年
模

試
2

月
期

末
考

査
①

2
木

ｲﾝ
ｽﾊ

ﾟｲ
ｱ(

ｻｯ
ｶｰ

教
室

）
2

日

3
火

3
木

（
憲

法
記

念
日

）
同

窓
会

総
会

3
日

3
火

期
末

考
査

②
・

職
員

心
肺

蘇
生

講
習

会
3

金
3

月
大

掃
除

・
始

業
式

4
水

市
内

小
中

離
任

式
4

金
（

み
ど

り
の

日
）

4
月

4
水

期
末

考
査

③
4

土
4

火
課

題
考

査
 ｲ

ﾝﾌ
ﾟﾛ

6

5
木

合
格

者
1
0
　

職
員

会
1
3
 
座

席
1
4
:
3
0

5
土

（
こ

ど
も

の
日

）
３

年
模

試
5

火
中

高
連

携
美

化
活

動
5

木
期

末
考

査
④

5
日

ｲﾝ
ｽﾊ

ﾟｲ
ｱ(

ｿﾌ
ﾄﾎ

ﾞｰ
ﾙ教

室
）

5
水

職
員

会
議

6
金

6
日

３
年

模
試

6
水

美
化

活
動

予
備

日
・

職
員

会
議

6
金

6
月

３
年

就
職

ｶﾞ
ｲﾀ

ﾞﾝ
ｽ

6
木

7
土

7
月

ｲﾝ
ﾌﾟ

ﾛ2
7

木
7

土
全

学
年

模
試

7
火

３
年

中
期

補
習

①
・

３
年

専
門

学
校

見
学

7
金

8
日

8
火

8
金

英
検

１
次

・
基

礎
学

力
到

達
度

テ
ス

ト
①

8
日

３
年

模
試

・
簿

記
検

定
8

水
３

年
中

期
補

習
②

8
土

9
月

着
任

式
・

始
業

式
・

入
学

式
9

水
職

員
会

議
9

土
ｲﾝ

ｽﾊ
ﾟｲ

ｱ（
ﾊﾞ

ﾚｰ
）

・
３

年
模

試
9

月
ｲﾝ

ﾌﾟ
ﾛ5

9
木

３
年

中
期

補
習

③
9

日

10
火

課
題

考
査

・
身

体
測

定
・

対
面

式
部

活
紹

介
10

木
耳

鼻
科

検
診

（
２

限
）

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

専
門

委
員

会
10

日
10

火
成

績
締

切
　

心
肺

蘇
生

講
習

10
金

３
年

中
期

補
習

④
・

小
中

一
貫

教
育

総
会

10
月

11
水

Ｐ
Ｔ

Ａ
開

票
11

金
11

月
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

（
３

年
）

11
水

進
路

ガ
イ

ダ
ン

ス
（

１
・

２
年

）
11

土
11

火
キ

ャ
ン

パ
ス

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ

12
木

心
電

図
・

Ｘ
線

・
職

員
健

診
12

土
12

火
キ

ャ
ン

パ
ス

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
12

木
中

高
連

携
講

演
会

・
成

績
会

議
　

12
日

12
水

13
金

離
任

式
・

清
流

会
13

日
13

水
13

金
球

技
大

会
・

漢
検

・
学

校
評

議
員

会
・

学
校

関
係

者
評

価
委

員
会

・
教

育
振

興
会

13
月

13
木

連
携

実
行

委
員

会

14
土

14
月

14
木

PT
A文

化
祭

準
備

委
員

会
②

14
土

14
火

14
金

修
学

旅
行

前
健

康
相

談

15
日

15
火

中
間

考
査

①
　

　
連

携
植

樹
15

金
文

化
祭

準
備

・
ﾘﾊ

ｰｻ
ﾙ

15
日

15
水

15
土

３
年

模
試

16
月

16
水

中
間

考
査

②
16

土
文

化
祭

16
月

（
海

の
日

）
１

年
ｱｸ

ﾃｨ
ﾌﾞ

光
都

16
木

16
日

中
学

運
動

会

17
火

内
科
検
診
・
尿
検
査
１
次
・
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

17
木

中
間

考
査

③
　

17
日

17
火

生
徒

会
役

員
選

挙
・

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

17
金

連
携

実
行

委
員

会
（

な
し

）
17

月
（

敬
老

の
日

）

18
水

眼
科

検
診

（
５

限
）

・
生

徒
総

会
18

金
中

間
考

査
④

・
連

携
実

行
委

員
会

18
月

振
替

休
業

日
18

水
１

年
野

外
活

動
①

・
ｲﾝ

ｽﾊ
ﾟｲ

ｱ（
森

林
）

18
土

18
火

中
学

代
休

19
木

連
携

実
行

委
員

会
19

土
19

火
警

報
休

校
19

木
１

年
野

外
活

動
②

19
日

19
水

中
学

代
休

20
金

PT
A新

旧
役

員
引

継
会

20
日

20
水

20
金

終
業

式
・

連
携

実
行

委
員

会
・

合
同

職
員

会
議

20
月

20
木

合
同

職
員

会
議

（
な

し
）

21
土

21
月

ｲﾝ
ﾌﾟ

ﾛ3
21

木
21

土
妙

見
夏

祭
・

ｲﾝ
ｽﾊ

ﾟｲ
ｱ（

ｻｲ
ｴﾝ

ｽ）
21

火
茶

花
道

部
地

域
交

流
21

金

22
日

Ｐ
Ｔ

Ａ
参

観
・

総
会

 ｲ
ﾝﾌ

ﾟﾛ
１

22
火

尿
検

査
（

２
次

）
22

金
連

携
実

行
委

員
会

・
３

年
模

試
（

公
）

22
日

22
水

千
種

生
涯

学
習

研
修

会
22

土
（

秋
分

の
日

）
小

学
校

運
動

会

23
月

振
替

休
業

日
23

水
尿

検
査

予
備

・
広

報
委

員
会

23
土

23
月

前
期

補
習

①
23

木
合

同
職

員
会

議
（

な
し

）
23

日

24
火

合
同

職
員

会
議

24
木

合
同

職
員

会
議

（
な

し
）

24
日

24
火

前
期

補
習

②
24

金
幼

少
連

携
生

活
部

会
24

月
基

礎
学

力
到

達
度

テ
ス

ト
②

25
水

歯
科

検
診

（
１

・
２

限
）

25
金

25
月

ｲﾝ
ﾌﾟ

ﾛ4
25

水
前

期
補

習
③

25
土

25
火

予
行

準
備

・
中

高
合

同
体

育

26
木

26
土

26
火

合
同

職
員

会
議

（
な

し
）

26
木

前
期

補
習

④
26

日
26

水
体

育
大

会
（

午
後

連
携

）
・

宍
粟

３
高

PT
A

27
金

27
日

27
水

27
金

27
月

後
期

補
習

①
・

中
学

生
補

習
27

木
体

育
大

会
予

備
・

交
通

ca
mp

ai
gn

28
土

28
月

28
木

28
土

28
火

後
期

補
習

②
・

中
学

生
補

習
28

金
生

徒
会

各
委

員
会

29
日

（
昭

和
の

日
）

29
火

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

29
金

１
年

野
外

活
動

前
健

康
相

談
29

日
29

水
後

期
補

習
③

・
中

学
生

補
習

・
PT

A本
部

役
員

会
29

土
人

権
中

央
大

会
・

中
学

市
秋

季
大

会

30
月

（
振

替
休

日
）

30
水

PT
A文

化
祭

準
備

委
員

会
①

30
土

30
月

30
木

後
期

補
習

④
30

日
人

権
中

央
大

会
・

中
学

市
秋

季
大

会

31
木

31
火

オ
ー

プ
ン

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

31
金

職
員

会
議

・
職

員
研

修
会

（
ﾍﾞ

ﾈｯ
ｾ）

1
月

全
校

集
会

　
修

学
旅

行
結

団
式

1
木

全
校

集
会

1
土

県
高

P連
研

究
大

会
（

姫
路

）
1

火
(元

日
)

1
金

成
績

締
切

　
小

中
一

貫
教

育
推

進
委

（
専

門
部

会
）

1
金

学
年

末
考

査
①

2
火

修
学

旅
行

2
金

第
２

回
漢

字
検

定
2

日
2

水
2

土
2

土

3
水

3
土

（
文

化
の

日
）
模

試
（

１
・

２
年

）
3

月
3

木
3

日
3

日

4
木

4
日

ふ
れ

あ
い

文
化

祭
・

午
後

授
業

4
火

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

4
金

(仕
事

始
め

)
4

月
合

同
職

員
会

議
・

※
３

4
月

学
年

末
考

査
②

5
金

5
月

振
替

休
業

日
・

３
年

模
試

5
水

5
土

新
春

カ
ル

タ
大

会
（

セ
ン

タ
ー

ち
く

さ
）

5
火

卒
業

認
定

会
議

・
ｷｬ

ﾝﾊ
ﾟｽ

ｶｳ
ﾝｾ

ﾘﾝ
ｸﾞ

・
※

４
5

火
学

年
末

考
査

③
・

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

6
土

し
そ

う
バ

ン
ド

ﾌｪ
ｽﾀ

6
火

6
木

期
末

考
査

①
　

基
礎

学
力

到
達

度
テ

ス
ト

③
6

日
6

水
１

年
ｱｸ

ﾃｨ
ﾌﾞ

ﾃﾞ
ｲｽ

ﾞ①
6

水
学

年
末

考
査

④

7
日

町
内

秋
祭

り
7

水
職

員
会

議
7

金
期

末
考

査
②

7
月

職
員

会
議

7
木

追
考

①
・

ｱｸ
ﾃｨ

ﾌﾞ
ﾃﾞ

ｲｽ
ﾞ②

・
赤

穂
特

支
交

流
①

7
木

百
人

一
首

大
会

・
学

校
保

健
委

員
会

・
学

校
評

議
員

会

8
月

（
体

育
の

日
）

8
木

8
土

8
火

始
業

式
8

金
赤

穂
特

支
②

・
※

５
8

金
成

績
締

切
・

進
路

ｶﾞ
ｲﾀ

ﾞﾝ
ｽ

9
火

9
金

9
日

9
水

課
題

考
査

9
土

２
年

模
試

・
第

３
回

漢
字

検
定

9
土

10
水

２
学

年
ふ

れ
あ

い
育

児
・

職
員

会
議

10
土

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝｽ
ｸｰ

ﾙ１
（

防
災

・
ｾﾐ

ﾅｰ
）

10
月

期
末

考
査

③
10

木
10

日
10

日

11
木

11
日

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝS
２

（
心

ｻﾎ
ﾟ・

ﾊﾟ
ｿｺ

ﾝ）
・

PT
A役

員
会

11
火

期
末

考
査

④
・

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

11
金

11
月

（
建

国
記

念
の

日
）

11
月

成
績

会
議

・
職

員
会

議
　

　

12
金

英
検

１
次

12
月

ｵｰ
ﾌﾟ

ﾝｽ
ｸｰ

ﾙ３
（

そ
ば

打
ち

）
12

水
12

土
12

火
追

考
②

・
追

認
会

議
・

職
員

会
議

12
火

ｷｬ
ﾝﾊ

ﾟｽ
ｶｳ

ﾝｾ
ﾘﾝ

ｸﾞ
・

中
学

卒
業

式

13
土

３
年

模
試

13
火

13
木

連
携

実
行

委
員

会
　

1年
校

外
進

路
学

習
13

日
13

水
短

縮
午

前
授

業
13

水

14
日

３
年

模
試

14
水

14
金

成
績

締
切

・
中

高
連

携
社

会
科

見
学

授
業

14
月

（
成

人
の

日
）
創

立
記

念
日

14
木

連
携

型
入

学
者

選
抜

・
生

徒
休

業
14

木
学

力
検

査
・

生
徒

休
業

15
月

２
学

年
ふ

れ
あ

い
育

児
15

木
15

土
15

火
ｷｬ

ﾝﾊ
ﾟｽ

ｶｳ
ﾝｾ

ﾘﾝ
ｸﾞ

15
金

午
前

授
業

15
金

生
徒

休
業

（
AM

採
点

PM
検

証
）

16
火

中
間

考
査

①
16

金
振

替
休

業
日

（
11

/1
1分

）
16

日
16

水
16

土
16

土

17
水

中
間

考
査

②
17

土
ち

く
さ

JA
祭

・
数

学
検

定
17

月
17

木
1.

17
追

悼
（

黙
祷

）
17

日
簿

記
検

定
17

日

18
木

中
間

考
査

③
　

　
18

日
18

火
成

績
会

議
・

職
員

会
議

18
金

18
月

合
否

判
定

委
員

会
18

月
合

否
判

定
委

員
会

19
金

中
間

考
査

④
・

消
費

者
教

育
講

演
会

　
19

月
19

水
19

土
セ

ン
タ

ー
試

験
・

※
１

19
火

中
高

連
携

ﾏﾗ
ｿﾝ

大
会

・
職

員
会

議
19

火
追

認
考

査
①

・
教

科
書

購
入

20
土

３
年

模
試

20
火

ま
ど

か
園

訪
問

・
連

携
実

行
委

員
会

20
木

20
日

セ
ン

タ
ー

試
験

・
1・

2年
模

試
20

水
連

携
型

合
格

発
表

・
ﾏﾗ

ｿﾝ
予

備
日

20
水

21
日

ち
く

さ
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

タ
21

水
ち

く
さ

の
郷

訪
問

21
金

終
業

式
・

合
同

職
員

会
議

・
中

高
職

員
研

修
会

21
月

21
木

ス
キ

ー
検

定
・

ｲﾝ
ｽﾊ

ﾟｲ
ｱ（

木
工

）
・

連
実

委
?

21
木

職
員

会
議

・
合

格
発

表
・

追
考

②
・

追
認

会
議

22
月

ｲﾝ
ﾌﾟ

ﾛ7
・

連
携

実
行

委
員

会
22

木
ゴ

ル
フ

実
習

22
土

22
火

ｷｬ
ﾝﾊ

ﾟｽ
ｶｳ

ﾝｾ
ﾘﾝ

ｸﾞ
・

千
種

小
ｽｷ

ｰﾎ
ﾞﾗ

ﾝﾃ
ｨｱ

22
金

学
力

検
査

願
書

受
付

（
～

26
日

）
22

金
終

業
式

・
個

人
写

真
・

実
行

委
・

合
同

職
員

会
議

23
火

キ
ャ

ン
パ

ス
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

23
金

（
勤

労
感

謝
の

日
）

23
日

（
天

皇
誕

生
日

）
23

水
セ

ン
タ

ー
試

験
後

検
討

会
23

土
23

土

24
水

合
同

職
員

会
議

（
な

し
）

・
PT

A本
部

役
員

会
24

土
24

月
（

振
替

休
日

）
24

木
連

携
実

行
委

員
会

24
日

英
検

２
次

24
日

25
木

25
日

ワ
ー

プ
ロ

検
定

25
火

補
習

①
25

金
卒

業
考

査
①

・
英

検
１

次
25

月
小

中
一

貫
教

育
推

進
委

（
総

会
）

25
月

補
習

①
　

26
金

中
高

連
携

部
活

動
体

験
26

月
合

同
職

員
会

議
（

な
し

）
26

水
補

習
②

・
消

費
者

教
育

企
業

見
学

26
土

26
火

ｷｬ
ﾝﾊ

ﾟｽ
ｶｳ

ﾝｾ
ﾘﾝ

ｸﾞ
26

火
補

習
②

消
防

点
検

・
合

格
者

説
明

会
・

職
員

会
議

27
土

西
播

磨
オ

ー
タ

ム
フ

ェ
ス

タ
27

火
キ

ャ
ン

パ
ス

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
27

木
補

習
③

・
来

年
度

行
事

検
討

委
27

日
27

水
表

彰
伝

達
式

・
予

行
27

水
補

習
③

28
日

28
水

28
金

補
習

④
　

　
仕

事
納

め
28

月
卒

業
考

査
②

28
木

第
38

回
卒

業
証

書
授

与
式

・
志

願
変

更
（

～
3/

4）
28

木
補

習
④

29
月

ｲﾝ
ﾌﾟ

ﾛ8
29

木
29

土
29

火
卒

考
③

・
家

島
交

流
・

集
合

監
査

29
金

30
火

30
金

30
日

30
水

卒
考

④
・

３
年

登
校

最
終

日
・

※
２

30
土

31
水

ふ
れ

あ
い

文
化

祭
リ

ハ
ー

サ
ル

31
月

31
木

31
日

※
１

消
費

者
教

育
イ

ベ
ン

ト
（

新
宮

）

※
２

職
員

研
修

会
（

特
別

支
援

）

※
３

 
連

携
型

選
抜

願
書

受
付

（
～

6
日

）
※

４
 
ﾏ
ﾗ
ｿ
ﾝ
大

会
前

健
康

相
談

 
 
 
 
※

５
 
消

費
者

教
育

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
会

議
（

生
徒

会
参

加
・

神

戸
）

９
　

　
　

月
４

　
　

　
月

７
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Ⅸ 兵庫県立千種高等学校校歌の作詞者と作曲者について 

教頭 原田 尚昭 

 

本校の校歌は、昭和 38 年 4 月 1 日に「千種分校の歌」として制定されました。作詞：

松井利男先生、作曲：秋月直胤先生という、当時の校歌制作者として有名なお二人によっ

て作られたものです。千種高校生の「心のふるさと」として、この校歌がいついつまでも

愛され続けることを願うとともに、この素晴らしい贈り物をこの世に生み出してくださっ

たお二人の先生がどんな方々だったのかということが少しでも伝われば、という想いでこ

の一文を編ませていただきました。（本校ＨＰには既に掲載させていただいております。）  

 

１ 作詞者：【松井利男（まつい としお）先生】 

松井先生は、明治 43 年（1910 年）4 月に現在の赤穂市有年の牟礼でお生まれになり、

県立農業高校に学び、昭和 7 年に早稲田大学高等師範部国語漢文科をご卒業になりました。

新浜村立新浜尋常高等小学校（現在の赤穂市立御崎小学校）を皮切りに、県立赤穂高等女

学校、県立第二神戸中学校・県立兵庫高等学校、県立姫路東高等学校の国語科教諭として

活躍をされています。その後、県教育委員会指導主事、県立姫路西高等学校教頭、県立教

育研修所次長を歴任され、昭和 36 年に姫路商業高等学校の初代校長となられました（昭

和 36 年 4 月～昭和 40 年 3 月）。従って、本校の校歌を作っていただいた時には姫路商業

高校の校長先生でいらっしゃいました。その後、県教委教職員課長等を経て昭和 43 年に

教育次長となられ、本県の教育行政に辣腕を振るわれました。昭和 45 年 4 月 9 日に兵庫

県民会館で行われた「高校生の社会意識」と題するご講演は、当時「日本講演会」が発行

した『日本講演：日本一の名講演集』（同年 5 月 11 日号）という冊子の中に収められてお

り、今でも読むことができます。また、同年 11 月 3 日、先生の郷里に近い赤穂郡上郡町

（町役場前）に建立された大鳥圭介先生の銅像台座に刻まれている碑文「顕彰のことば」

を撰び、記されています。なお、若い頃から晩年に至るまで国語教育に関する著作が幾つ

かあり、『文法の指導計画：主として小学校における』（1955、光風出版）、遠藤嘉基氏と

の共著で『古典解釈文法』（1985、和泉書院）、『わたくしたちのことばと文法 口語篇~

口語品詞編』（1952～53、文教出版）、『ことばと文法[1]~[3]』（1955、文教出版）等が挙

げられます。  

もう一点先生に関して特筆すべきは、その生涯を通じて同和問題に深く傾注された方で

あったということです。教育次長であると同時に、当時県庁内に設置された「同和教育指

導室」（現在の人権教育課）の初代室長として大いなる指導力を発揮され、現在の同和教育

立県「兵庫」の基礎固めとなる同和教育精神の確立、同和教育資料の編纂は勿論のこと、

各界各層における同和問題学習会での指導助言やご講演は 100 回以上にも及んだというこ

とです。本校第 3 代校長の樫本玉男先生と第 4 代校長の上山勝先生は、当時同和教育行政

或いは委員会活動等を通じて直接先生の謦咳に接し、薫陶を受け、兵庫県下各地の講演旅

行に同行し、鍛えられ、「今の自分があるのは松井先生あったればこそ。」と強い尊崇の念

を寄せておられます。正に兵庫県同和教育推進の羅針盤的存在でありました。  

昭和 46 年 3 月をもって教育次長をご退職になった後も、兵同協会長や姫路学院女子短

期大学副学長等の要職を歴任され、尚且つ複数の大学で教鞭を執っておられました。先生

は、昭和 62 年 2 月に 78 歳でお亡くなりになったのですが、同年 11 月には元同僚・後輩

及び教え子等が相集い、「松井利男記念論文集刊行会」の編で、『同和教育論 松井利男と

兵庫県同和教育運動』(1987、草風館)という本が出版されています。  

 

２ 作曲者：【秋月直胤（あきづき なおかず）先生】 

秋月先生は、昭和 26 年 4 月から 36 年 3 月まで山崎高校で音楽の教諭をされていた方で

す。従って、千種分校でも教鞭を執っておられました。山崎高校の卒業生（現在 50 歳以

上の方々）ならば誰もが口ずさむことのできる名曲「山崎高校生徒会歌」（昭和 27 年、作

詞：小倉悠丘・作曲：秋月直胤、分校歌制定まで約 10 年間千種分校でも歌っていた）の  
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作曲をされた方でもあります。が、実は、秋月先生が山崎に来られたのはもう不惑の年を

越えられてからのことであり、また、ご自身の来歴について多くを語る方ではありません

でしたので、それ以前のことを知る人は山崎にはほとんどおられません。  

先生は岡山のご出身（漢学者のご家庭）で、上野の東京音楽学校（現在の東京芸術大学）

声楽科を首席で卒業し、１年先輩には藤山一郎がいました。山田耕筰先生の推薦で歌謡界

の花形「コロンビアレコード」に入り、戦前にはかなり人気のある歌手であられたのです。

芸名「青山薫」。これは、当時第一級の詩人であった西条八十先生から頂いたものでした。

同社には、淡谷のり子、伊藤久男、ミスコロンビアらがいて、後に有名になる霧島昇など

は青山薫の付け人であったということです。青山薫時代の歌声は、今でも YouTube で一曲

だけですが、「輝く満州」という名で検索すれば聴くことができます。その後、レコード会

社を離れてクラシック界に復帰し、特に山田耕筰先生が自作の歌曲を発表される際には、

藤山一郎や二葉あき子らと共に、バリトン独唱者として必ず先生を出演させていたという

ことです。大東亜戦争が勃発し、戦況が悪化する中で、戦中・戦後の数年間は郷里の岡山

に疎開しておられましたが、昭和 23 年に大阪音楽大学から声楽部長・教授として招聘さ

れ、音楽教育に精を出されました。然し、その後如何なる理由でか大学を退き、新設音楽

大学の設立計画に奔走するも成就せず、山崎高校に来られたようです。尚、奥様も共に山

崎に来ておられましたが、元首相にして蔵相・高橋是清の姪でありました。  

 秋月先生は、山崎高校時代に何度か生徒の前で独唱され、単なる声楽家を遥かに超えた

非常に精妙なる歌声で多くの聴衆を魅了されたというエピソードが幾つか残っています。

山崎高校 8 回生（昭和 31 年卒）で元広島大学教授（ドイツ文学）の武田智孝氏（山崎町

高下のご出身）はご自身のＨＰ『ドイツ文学散歩』の中で、入学式の時に聞いた秋月先生

の独唱による国歌「君が代」は、これが人の声であろうかと思うほどのすばらしい美声で

あったと書き、その後長年にわたって何度も本場のヨーロッパで数多くの方の歌曲を聞い

たが、あの時秋月先生から受けた感動を超える歌声には未だ出逢ったことはないとも語っ

ておられます。また、11 回生（昭和 34 年卒）で高校１・２年次の担任が秋月先生であっ

たという村上紘揚先生（宍粟市教育委員・元山崎高校長）は、文化祭でタキシードに蝶ネ

クタイという装いで壇上で独唱されていた姿が今でも脳裏に焼き付いているとおっしゃっ

ています。普段の服装も非常にお洒落で、山崎の町ではよく目立つ方でもあったようです。  

山崎高校に約 10 年間おられて数多くの生徒を大阪音大へ進学させた後、昭和 36 年 4 月

に新設の県立姫路商業高校（6 月まで姫路西高内の仮校舎）へ異動され、この時初代校長

の松井先生と出会われて希代の校歌コンビが誕生するのです。姫路商業高校には、昭和 44

年 3 月の定年退職までの 8 年間に加えて、昭和 46 年 3 月までの講師期間、計 10 年間お勤

めになったのですが、その間姫路を舞台にして「播磨芸術文化運動」とでも言うべき動き

の中心的存在として活躍され、姫路城昭和の大修理・修築記念事業で自作の「白鷺城賛歌」

を上演され、姫路出身の小説家・椎名麟三氏作「姫山物語」のミュージカル作曲やオペラ

「修禅寺物語」等を発表されています。また、昭和 40 年（1965 年）に第３回姫路文化賞

を受賞されてもいます。その当時の先生のご様子は、現在「姫路文学人会議（「文芸日女道」

を刊行）」の主宰者である市川宏三氏の手になる『たゆらぎ山に鷺群れて』（北星社）の中

に幾度となく登場し活写されており、市川先生に伺うと、「とにかく歌唱指導に卓越した方

だった。また、歌詞を見ればメロディーが頭の中に閃き、ピアノからすぐに曲が生まれる

という技は、如何なる作曲の名手とて決して真似のできないものであった。こんなに優れ

た才能をお持ちの方が何故中央（東京）で活躍されないのかと皆不思議に思っていた。」と

のことでした。つまり、その当時姫路で秋月先生の指導を受けた方々は、先生が戦前コロ

ンビアレコードの専属歌手であったなどということは全く聞いたことがなかったというこ

とです。姫路商業の後は、埼玉県にご子息が居られた為居を移され、昭和 48 年に埼玉県

立川越高校音楽講師に迎えられたりしながら関東で活動されていたということです。没せ

られたのは昭和 63 年（1988 年）11 月。生年が明治 44 年（1911 年）ですので、齢 78 歳

喜寿の翌年。  
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３ 【校歌づくりの名コンビ】 

前述のように、松井先生と秋月先生は校歌づくりの名コンビでした。少し調べただけで

も、姫路商業高校は当然として、この西播磨一円で両先生の名を冠する校歌（小学校・中

学校）が如何に多いことか。本当に驚くばかりです。詞と曲の面で分野は違えど互いの才

能をよく見抜いたが故に響き合うところ大であったのではないかと察せられます。奇しく

も両先生は生没年がほぼ同じであり、共に 78 年のご生涯。異なった分野で活躍しながら

も、姫商を舞台に互いの人生を交差させながら校歌づくりにいそしんでおられたことは間

違いありません。校歌というものは、正に創立当時の熱意や学校に対する地域の期待を一

身に背負ったものです。松井先生の典雅なる詞と、秋月先生の溌剌颯爽としたリズミカル

な曲が見事な調べとなって、この後 100 年経っても 200 年経ってもいついつまでも、それ

ぞれの学び舎に集う若者たちに大いなる勇気と誇りを与え続けてくれるでありましょう。                              

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

松井利男先生           秋月直胤先生 

 

４ 【千種分校生の校歌に対する想い】 

 千種高校は昭和 50 年に独立を果たし、「兵庫県立千種高等学校」となるわけですが、そ

れまでの分校時代に本校と分校の関係及び校歌の位置づけが如何なるものであったかがわ

かる貴重な証言が、育友会報「敷草」の中に残っています。  

 

     「卒業式に千種分校の校歌を歌いたかった」   昭和 42 年度卒業生  

昔は入学式も卒業式も本校で行っていたので、山崎高校の校歌を歌わなければならない

のですが、私達は習っていなかったので歌えませんでした。千種分校の校歌は今の千種高

校の校歌と同じです。式典などでは歌ったことはありませんが、音楽の時間に２、３回歌

いました。歌詞やメロディーはスーと出て来ます。思い出の曲みたいです。卒業式には歌

えるといいなと思っています。生徒達が有意義で楽しい生活を送れますよう、先生方よろ

しくご指導お願いします。       （「敷草」第 35 号：平成 7 年 7 月 20 日発行） 

 

 現在の校歌は、分校時代には「千種分校の歌」と呼ばれていました。制定された昭和 38

年の「千種分校学校要覧」には、当時本校及び分校で書道を教えておられた大岩祥峰先生

が細筆で書かれた歌詞が残っています。なお、この匿名の文で「山崎高校の校歌」とされ

ているのは「山崎高校生徒会歌」（作詞：小倉悠丘、作曲：秋月直胤）のことで、昭和 54

年に現在の校歌が制定されるまで歌われていたものです。いずれに致しましても、当時の

分校生の切なる想いがよくわかり、それだけに昭和 50 年 4 月の独立の喜びが如何に大き

なものであったかが察せられます。  

 

※この一文以外にも、校歌の音声ファイルに関わるエピソードや松井先生についての資料

を本校ＨＰ上に掲載いたしております。どうぞご覧下さいませ。  
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【資料１：千種中学校・千種高等学校校歌】 

 

【資料２：兵庫県立姫路商業高等学校校歌】 
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編 集 後 記 

 昨年 5 月のとある昼下がり、本校事務室横にある倉庫でのことでした。昭和 60 年頃

の古びた「千種高校展望」を手にして当時の記録に目を走らせていた私は、第 4 代校長

上山勝先生の講話録に釘付けとなったのです。昭和 63 年 10 月 8 日発行の「第 17 号」

に、その年の夏休み中 8 月 20 日に全校生に向けて為された校長講話「愛とは行うこと」

の内容が、まぎれもない「日航ジャンボ機墜落事故（昭和 6０年 8 月）」でお嬢様を亡く

された、三木市総合隣保館長の田中先生からの手紙を紹介したものであったからです。 

 現在高校生用の人権教育教材として『HUMAN RIGHTS』が編まれていますが、その

旧版以前に私たちは『生き方の探求』を用いていました。その中に挿入教材として「娘

の遺してくれたもの」と題する一文があり、何度も読み返しては同和教育（地改対）Ｌ

ＨＲで生徒と共に考え語り合った、私にとっては若き教師であった頃の忘れ得ぬ珠玉の

教材であったのです。その原典に、私は教頭として赴任した千種高校で思いもかけず出

逢い、発掘し得たのです。人知れず落涙しようかと思うほどの感激を覚えたのですが、

その講話録以外にも「千種高校展望」は、それぞれの時代時代の千種高校の歩みを確か

に記録し、同時に発行されていた育友会報「敷草」と共に、実に味わい深い文章が多く、

正に「寶の蔵」・「智慧の泉」であったのです。 

 私たちが携わっている学校教育は、今目の前にいる生徒たちが最も大切であり、常に

今日的な問題に対応すべく研鑽を積むことが肝要であります。が、今実践していること

を記録に残し、後世の為に積み重ねてゆくことも又大事なことであると思います。過去

の「展望」や「敷草」には、今読み返すと実に多くのヒントがあり、今後の千種高校の

発展を模索する上で貴重な史料となっています。横糸と縦糸がうまく重なり合うことで、

学校も確かな歩みを進めることができるのではないでしょうか。それは、「生む」「育て

る」「鍛え伸ばす」という子育てにも通ずる面があり、何事であれ中断させることなく

「続ける」ことがいずれ花を咲かせることに繋がるのだと思います。一年間のあゆみを

まとめるという作業は確かに煩雑ですが、司馬遷がその苛酷な運命にも決して屈するこ

となく『史記』を編み書き上げたのは何故であったのかということに思いを致し、この

「千種高校展望」が再び齢を重ねていくことを願うものです。  

 今回の「第８７号（復刊第１号）」を編集するにあたって、年度末の忙しい時期にも

拘わらずそれぞれの実践記録を寄せてくださった本校の先生方に感謝します。また、そ

れぞれの記録にもありますように、本校の教育活動を常に支えていただいている地域の

数多くの皆様、宍粟市立千種中学校、宍粟市教育委員会、兵庫県教育委員会の皆様に厚

くお礼を申し上げます。 

                             教頭 原田 尚昭 
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